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平
成
17
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
12
月
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
吉
野
川
市
に
な
っ
て
か
ら
２
度
目
の
決
算
で
、
平
成
16
年

度
が
半
年
間（
平
成
16
年
10
月
か
ら
平
成
17
年
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
）

の
決
算
で
あ
っ
た
た
め
、
一
年
間
の
決
算
は
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
状
況
に
つ
い
て
は
広
報
誌
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
す
る
た
め
に
、
今
回

は
吉
野
川
市
の
財
政
状
況
を
家
計
簿
に
例
え
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を

統
一
的
に
把
握
し
、
財
政
比
較
す

る
た
め
に
使
わ
れ
る
会
計
区
分
に

普
通
会
計
と
い
う
区
分
が
あ
り
ま

す
。
吉
野
川
市
に
は
、
基
本
的
な

経
費
が
中
心
と
し
て
計
上
さ
れ
る

一
般
会
計
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
事
業
な
ど
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
の
会
計
と
し
て
９
つ
の
特
別

会
計
と
、独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
と
公

衆
温
泉
浴
場
事
業
特
別
会
計
（
鴨

島
温
泉
鴨
の
湯
の
会
計
）
を
合
算

し
た
も
の
が
普
通
会
計
と
な
り
ま

す
。
今
回
は
こ
の
普
通
会
計
の
決

算
内
容
を
、吉
野
川
太
郎
さ
ん（
架

空
）
の
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
ま

す
。

　

収 

入

　

吉
野
川
さ
ん
一
家
の
一
年
間
の

収
入
は
５
０
０
万
円
。
そ
の
内
訳

は
右
表
の
家
計
簿
の
と
お
り
。
夫

の
太
郎
さ
ん
の
給
料
（
市
税
）
と

吉
野
川
太
郎
さ
ん
一
家
の
家
計
簿
に
例
え
る
と
…

【
収
入
】

妻
の
花
子
さ
ん
の
パ
ー
ト
収
入

（
諸
収
入
、
寄
付
金
）
を
合
わ
せ

て
も
１
０
３
万
円
。
将
来
の
た
め

に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
蓄
え
て
い

た
貯
金
（
財
産
収
入
、
基
金
な
ど

か
ら
の
繰
入
金
）
か
ら
27
万
円
取

り
崩
し
、
貸
し
て
い
る
ア
パ
ー
ト

の
家
賃
収
入
（
使
用
料
、
手
数
料

な
ど
）
が
15
万
円
、
前
年
か
ら
の

繰
越
金
20
万
円
、
一
家
で
ま
か
な

え
る
お
金
は
全
部
合
わ
せ
て
も
１

６
５
万
円
、
こ
れ
だ
け
で
は
と
て

も
生
活
し
て
い
け
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

お
金
が
な
い
か
ら
無
駄
な
買
い

物
や
節
約
に
努
め
て
も
、
減
ら
せ

る
支
出
額
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
必
要
な

お
金
を
ど
の
よ
う
に
工
面
し
て
い

る
か
と
い
い
ま
す
と
、
太
郎
さ
ん

の
親
か
ら
の
援
助（
地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
・
交
付
金
）
と
花

子
さ
ん
の
親
か
ら
の
援
助
（
国
庫

支
出
金
、
県
支
出
金
）
に
大
部
分

を
頼
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

の
改
修
に
必
要
な
費
用
と
し
て
、

ロ
ー
ン
で
43
万
円
を
借
入
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
吉
野
川
さ
ん

一
家
の
家
計
は
、
太
郎
さ
ん
の

親
か
ら
の
援
助
と
花
子
さ
ん
の
親

の
援
助
が
な
け
れ
ば
、
生
活
し
て

い
く
こ
と
自
体
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。
太
郎
さ
ん
の
親
か
ら
の
援

助
は
、
年
々
そ
の
総
額
が
減
っ
て

き
て
お
り
今
後
も
減
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
花

子
さ
ん
の
親
か
ら
の
援
助
も
、
同

様
に
減
額
や
廃
止
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

家計簿（1年間） 市の財政（普通会計）

給与・パート収入 103万円 市税、諸収入、寄
付金

4,160,898千円
（20.62％）

家賃収入 15万円 分担金および負担金
使用料、手数料

608,462千円
（  3.02％）

貯金の取り崩し 27万円 財産収入、繰入金 1,101,529千円
（  5.46％）

前年からの繰越 20万円 前年度繰越金 805,223千円
（  3.99％）

住宅改修ローン借入 43万円 市債 1,719,500千円
（  8.52％）

夫の親からの援助 209万円 地方交付税、地方
譲与税・交付金

8,448,561千円
（41.88％）

妻の親からの援助 83万円 国・県支出金 3,330,507千円
（16.51％）

合　計 500万円 合　計 20,174,680千円
（100％）

⎧
⎨
⎩

一
家
で
ま
か
な
え
る
お
金

１
６
５
万
円

両
親 

両
親 

支
援 

支
援 

太
郎 

花
子 
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【
支
出
】

　

支 

出

　

吉
野
川
さ
ん
一
家
が
一
年
間

に
使
っ
た
お
金
は
４
８
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
し
て
い
く

上
で
、
簡
単
に
削
減
や
圧
縮
で
き

な
い
も
の
と
し
て
、
食
費
（
人
件

費
）、
保
険
医
療
費
（
扶
助
費
）、

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
（
公
債
費
）
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
２

２
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
収
入
総

額
が
５
０
０
万
円
な
の
で
ほ
ぼ
半

分
が
義
務
的
な
経
費
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
光
熱
水
費
・
車

の
維
持
費
（
物
件
費
、
維
持
補
修

費
）、
子
ど
も
の
お
小
遣
い
・
教

育
費
（
補
助
費
な
ど
）、
子
ど
も

へ
の
仕
送
り
（
繰
出
金
）、
住
宅

の
改
修
（
普
通
建
設
事
業
費
な

ど
）、
貯
金
（
積
立
金
な
ど
）
に

２
６
３
万
円
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
】

　

収
入
と
支
出
の
内
容
を
そ
れ
ぞ

れ
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
番

大
切
な
の
は
、
収
入
と
支
出
の
バ

ラ
ン
ス
で
す
。
吉
野
川
さ
ん
一
家

の
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

収
入
総
額
の
う
ち
一
家
で
ま
か

な
え
る
お
金
が
１
６
５
万
円
。
こ

れ
に
対
し
て
、
支
出
の
食
費
か

ら
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
ま
で
の
合

計
が
３
２
５
万
円
で
あ
り
、
一
家

で
ま
か
な
え
る
お
金
の
約
２
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
支
出

合
計
額
は
生
活
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
費
用
で
あ
り
、ま
さ
に『
生

活
費
』
と
い
え
ま
す
。

　

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

考
え
れ
ば
、
良
好
と
は
と
て
も
言

え
ず
、
緊
急
事
態
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
ま
た
、
収
入
の
説
明
に
お

い
て
ふ
れ
ま
し
た
が
、
太
郎
さ
ん

と
花
子
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
親
か
ら

の
援
助
も
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

収
入
の
伸
び
を
期
待
で
き
な
い
状

況
で
す
。

　

一
家
が
明
る
い
将
来
設
計
を
す

る
た
め
に
は
、
収
入
に
見
合
っ
た

生
活
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
り
、
将
来
財
産
と
し
て

残
る
住
宅
の
改
修
に
つ
い
て
も
厳

選
し
、
支
出
総
額
を
抑
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
あ
れ

ば
便
利
な
も
の
」
に
お
金
を
つ
か

う
の
で
は
な
く
、「
な
く
て
は
困

る
も
の
」
に
お
金
を
使
い
、
節
約

や
工
夫
、
と
き
に
は
我
慢
も
し
、

限
ら
れ
た
お
金
を
大
切
に
使
っ
て

い
く
こ
と
が
、
地
道
で
は
あ
り
ま

す
が
家
計
を
立
て
直
す
た
め
の
一

番
の
近
道
で
す
。

【
お
こ
と
わ
り
】

　

今
回
は
決
算
状
況
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
す
る
た
め
に
、
架
空
の
家
庭
の

家
計
簿
に
例
え
て
ご
説
明
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
の
財
政
と
家
庭

の
家
計
簿
で
は
仕
組
み
に
違
い
が

あ
る
た
め
、
完
全
な
置
き
換
え
が

難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
国
と
市
（
地
方
公

共
団
体
）
の
関
係
に
つ
い
て
も
親

子
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、地
方
分
権
に
よ
り
国
と
市（
地

方
公
共
団
体
）
の
関
係
は
対
等
で

あ
る
こ
と
、
地
方
交
付
税
は
国
か

ら
市
（
地
方
公
共
団
体
）
に
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
制
度
と
し

て
一
度
国
が
集
め
地
方
に
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
地
方
の
お

金
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
上

で
少
し
強
引
に
置
き
換
え
て
い
る

こ
と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

市
財
政
課         

☎
㉒
２
２
２
０

家計簿（1年間） 市の財政（普通会計）

食費 107万円 人件費
※事業費支弁人件費（47,774千円）を除く

4,321,828千円
（22.15％）

光熱水費・車の維持費 61万円 物件費、維持補修費 2,460,268千円
（12.61％）

保健医療費 57万円 扶助費 2,306,610千円
（11.82％）

子どものお小遣い・教育費 41万円 補助費など 1,664,829千円
（  8.53％）

子どもへの仕送り 59万円 繰出金 2,363,570千円
（12.11％）

住宅の改修 70万円 普通建設事業費など
※事業費支弁人件費（47,774千円）を含む

2,833,087千円
（14.52％）

住宅ローン返済 56万円 公債費 2,271,138千円
（11.64％）

貯金 32万円 積立金など 1,291,309千円
（  6.62％）

合　計 483万円 合　計  19,512,639千円
 （100％）

⎧
⎨
⎩

生活費
325万円

※事業費支弁人件費…建設事業等に従事した職員の労働力は、完成した物件に一体化され、その効果は将来にわたって
及ぶと考えられており、決算統計上、普通建設費等に分類されます。これら建設事業等に従事し
た職員の人件費を事業費支弁人件費といいます。



（４） 職員の初任給の状況（平成18年４月１日現在） 

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
（平成18年４月１日現在） 

●時間外勤務手当 

（６）一般行政職の級別職員数の状況 
（平成18年４月１日現在） 

（７）特別職の報酬等の状況（平成18年４月１日現在） （３）職員の平均給与月額および平均年齢の状況 
　　　　　　　　　　　（平成18年４月１日現在） 

※平成18年４月分として支給した普通会計の給料・給

与の平均額を職種別に表しています。 

　　給料は基本給だけ、給与は給料に職員手当を合算

したものです。 
（８）職員手当の状況（平成17年度） 
●期末・勤勉手当 

●退職手当 

区　分 

区　分 
６月期 

12月期 

計 

加算措置 

勤　続　20　年 

勤　続　25　年 

勤　続　35　年 

最 高 限 度 額 

その他の加算措置 

退職時特別昇給 

自己都合 

年　　度 

支 　 給 　 総 　 額 

職員１人当たりの平均支給額 

平成17年度 

60,304,076円 

135,515円 

勧奨・定年 

30.55月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

23.5月分 

33.5月分 

47.5月分 

59.28月分 

期末手当 

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

勤勉手当 

0.725月分 

0.725月分 

1.450月分 

区　　分 給料月額等 

900,000円 

720,000円 

700,000円 

430,000円 

380,000円 

350,000円 

期 末 手 当 

給料 ６月期　1.6月分 

12月期　1.7月分 

　計　　3.3月分 

職制上の段階、職務の級等による 
加算措置あり 

定年前早期退職特例加算（3％～30％加算）  

なし 

報酬 

吉野川市 

初任給 

170,200円 

138,400円 

初任給 

170,200円 

138,400円 

国 

（大卒） 

（高卒） 

平均給料月額 

350,859円 

346,928円 

333,772円 

平均給与月額 

376,627円 

350,925円 

352,087円 

平均年齢 

43.6歳 

42.0歳 

48.2歳 

一般行政職 

区　分 

区分 標 準 的 な 職 務  

７級 

６級 

５級 

４級 

３級 

２級 

１級 

計 

134

48

24

68

54

21

363

36.9

13.2

6.6

18.7

14.9

5.8

100.0

14 3.9
部長、次長またはこれに相当す 
る職務 

１　課長またはこれに相当する 
　職務 
２　特に困難な業務を分掌する 
　課長補佐またはこれに相当す 
　る職務 

１　課長補佐またはこれに相当 
　する職務 
２　困難な業務を分掌する主査 
　の職務 

１　係長またはこれに相当する 
　職務 
２　主査の職務 

特に高度の知識または経験を必 
要とする業務を行う職務 

定型的な業務を行う職務 

構成比 
（％） 

職員数 
（人） 

経験年数 
10年～14年 

283,800円 

249,700円 

経験年数 
15年～19年 

324,900円 

283,500円 

経験年数 
20年～24年 

377,100円 

334,700円 

（大卒） 

（高卒） 

一
般
行
政
職
 

市　　長 

第一助役 

第二助役 

議　　長 

副 議 長  

議　　員 

●住居手当 

区　　分 支　給　金　額 

借　　家 

借　　間 

居 住 者 

自家居住者 

・月額23,000円以下の家賃等を支

払っている職員 

　（家賃額から12,000円を控除し

た額） 

・月額23,000円を超える家賃等を

支払っている職員 

　（23,000円を超える額の1／2に

11,000円を加えた額） 

　（最高支給限度額27,000円） 

世帯主である職員　　3,500円 

一 般 行 政 職  

教 育 関 係 職  

技能労務関係職 

　吉野川市では、市の人事行政運営について公平性・透明性を確保するため、「吉野川市人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例」を定めています。この条例に基づき、市の人事行政の運営状況につい

て、その概要を公表します。 

１　職員の任免および職員数に関する状況 

（１）職員採用の状況（平成18年４月１日） 
・新規採用職員　５人（一般職２人、幼稚園教諭３人） 
・派遣職員（併任）１人 

（２）職員の退職状況（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 

２　職員給与の状況 ２　職員給与の状況 

（１）人件費の状況（平成17年度普通会計決算） 

（３） 部門別職員数の状況（平成18年４月１日現在） 

（４）年齢別職員数の状況（平成18年４月１日現在） 

※職員数には、県派遣職員を平成17年度に２人、平成18年
　度に３人含む。 

※平成17年度普通会計における市の歳出に占める人件

費の割合を示しています。人件費とは、一般職員の

給料、諸手当、共済費、退職手当負担金などのほか、

特別職の市長、議員などの給料、報酬などを含んで

います。普通会計の対象会計は、一般会計と公衆温

泉浴場事業特別会計（鴨島温泉鴨の湯の会計）を合

わせたものです。 

（２） 職員給与の状況 

※平成18年度普通会計当初予算に計上した給与費の内

訳構成を示しています。総額を普通会計での職員数

478人で割ると１人当たり629万円となります。 

区　分 
H18
5 

4 

88 

 

66 

149 

29 

38 

2 

4 

2 

6 

393 

85 

85 

14 

20 
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42 

520

H17
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0 

69 

22 

65 

149 

29 

39 
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2 

6 

392 

93 

93 

16 

20 

9 

45 

530

1 

4 

19 

△22 

1 

0 

0 

△1 

△1 

0 

0 

0 

1 

△8 

△8 

△2 

0 

△1 

△3 

△10

 

 

推進体制の見直し 

（H18は総務部に統合） 

職員数 
主な増減理由 

対前年 
増減数 部　門 

合　　　　　　計 

（単位：人） 

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門
 

教
育
部
門
 公
営
企
業
等
部
門
 

定年退職 

４人 

勧奨退職 

９人 

普通退職 

３人 

合　　計 

16人 

（人） 

60
歳
以
上 

55
〜
59
 

50
〜
54
 

45
〜
49
 

40
〜
44
 

35
〜
39
 

30
〜
34
 

25
〜
29
 

20
〜
24
 

20
歳
未
満 

議 会 事 務 局  

防 災 局  

総 務 部  

（企画財政部） 

市 民 部  

健 康 福 祉 部  

産 業 経 済 部  

建 設 部  

選挙管理委員会事務局 

農業委員会事務局 

監査委員事務局 

会 計 課  

小 計  

教 育 委 員 会  

小 計  

水 道 課  

下 水 道 課  

そ の 他  

小 計  

人件費 
43億6,960万 
　　　2千円 

人件費以外 
151億4,303万7千円 

平成17年度 
普通会計決算 
歳　出　額 
195億1,263万 
9千円 

給　料 
20億921万 
9千円 

2億1,262万9千円 

職員 
　手当 

期末・勤勉 
手当 

8億4,514 
万円 

平成18年度 
普通会計当初予算 
職員給与費 
30億698万 
8千円 

人事行政の運営状況を公表します 人事行政の運営状況を公表します 人事行政の運営状況を公表します 

１　職員の任免および職員数に関する状況 
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（４） 職員の初任給の状況（平成18年４月１日現在） 

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
（平成18年４月１日現在） 

●時間外勤務手当 

（６）一般行政職の級別職員数の状況 
（平成18年４月１日現在） 

（７）特別職の報酬等の状況（平成18年４月１日現在） （３）職員の平均給与月額および平均年齢の状況 
　　　　　　　　　　　（平成18年４月１日現在） 

※平成18年４月分として支給した普通会計の給料・給

与の平均額を職種別に表しています。 

　　給料は基本給だけ、給与は給料に職員手当を合算

したものです。 
（８）職員手当の状況（平成17年度） 
●期末・勤勉手当 

●退職手当 

区　分 

区　分 
６月期 

12月期 

計 

加算措置 

勤　続　20　年 

勤　続　25　年 

勤　続　35　年 

最 高 限 度 額 

その他の加算措置 

退職時特別昇給 

自己都合 

年　　度 

支 　 給 　 総 　 額 

職員１人当たりの平均支給額 

平成17年度 

60,304,076円 

135,515円 

勧奨・定年 

30.55月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

23.5月分 

33.5月分 

47.5月分 

59.28月分 

期末手当 

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

勤勉手当 

0.725月分 

0.725月分 

1.450月分 

区　　分 給料月額等 

900,000円 

720,000円 

700,000円 

430,000円 

380,000円 

350,000円 

期 末 手 当 

給料 ６月期　1.6月分 

12月期　1.7月分 

　計　　3.3月分 

職制上の段階、職務の級等による 
加算措置あり 

定年前早期退職特例加算（3％～30％加算）  

なし 

報酬 

吉野川市 

初任給 

170,200円 

138,400円 

初任給 

170,200円 

138,400円 

国 

（大卒） 

（高卒） 

平均給料月額 

350,859円 

346,928円 

333,772円 

平均給与月額 

376,627円 

350,925円 

352,087円 

平均年齢 

43.6歳 

42.0歳 

48.2歳 

一般行政職 

区　分 

区分 標 準 的 な 職 務  

７級 

６級 

５級 

４級 

３級 

２級 

１級 

計 

134

48

24

68

54

21

363

36.9

13.2

6.6

18.7

14.9

5.8

100.0

14 3.9
部長、次長またはこれに相当す 
る職務 

１　課長またはこれに相当する 
　職務 
２　特に困難な業務を分掌する 
　課長補佐またはこれに相当す 
　る職務 

１　課長補佐またはこれに相当 
　する職務 
２　困難な業務を分掌する主査 
　の職務 

１　係長またはこれに相当する 
　職務 
２　主査の職務 

特に高度の知識または経験を必 
要とする業務を行う職務 

定型的な業務を行う職務 

構成比 
（％） 

職員数 
（人） 

経験年数 
10年～14年 

283,800円 

249,700円 

経験年数 
15年～19年 

324,900円 

283,500円 

経験年数 
20年～24年 

377,100円 

334,700円 

（大卒） 

（高卒） 

一
般
行
政
職
 

市　　長 

第一助役 

第二助役 

議　　長 

副 議 長  

議　　員 

●住居手当 

区　　分 支　給　金　額 

借　　家 

借　　間 

居 住 者 

自家居住者 

・月額23,000円以下の家賃等を支

払っている職員 

　（家賃額から12,000円を控除し

た額） 

・月額23,000円を超える家賃等を

支払っている職員 

　（23,000円を超える額の1／2に

11,000円を加えた額） 

　（最高支給限度額27,000円） 

世帯主である職員　　3,500円 

一 般 行 政 職  

教 育 関 係 職  

技能労務関係職 

　吉野川市では、市の人事行政運営について公平性・透明性を確保するため、「吉野川市人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例」を定めています。この条例に基づき、市の人事行政の運営状況につい

て、その概要を公表します。 

１　職員の任免および職員数に関する状況 

（１）職員採用の状況（平成18年４月１日） 
・新規採用職員　５人（一般職２人、幼稚園教諭３人） 
・派遣職員（併任）１人 

（２）職員の退職状況（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 

２　職員給与の状況 ２　職員給与の状況 

（１）人件費の状況（平成17年度普通会計決算） 

（３） 部門別職員数の状況（平成18年４月１日現在） 

（４）年齢別職員数の状況（平成18年４月１日現在） 

※職員数には、県派遣職員を平成17年度に２人、平成18年
　度に３人含む。 

※平成17年度普通会計における市の歳出に占める人件

費の割合を示しています。人件費とは、一般職員の

給料、諸手当、共済費、退職手当負担金などのほか、

特別職の市長、議員などの給料、報酬などを含んで

います。普通会計の対象会計は、一般会計と公衆温

泉浴場事業特別会計（鴨島温泉鴨の湯の会計）を合

わせたものです。 

（２） 職員給与の状況 

※平成18年度普通会計当初予算に計上した給与費の内

訳構成を示しています。総額を普通会計での職員数

478人で割ると１人当たり629万円となります。 
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推進体制の見直し 

（H18は総務部に統合） 

職員数 
主な増減理由 

対前年 
増減数 部　門 

合　　　　　　計 

（単位：人） 

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門
 

教
育
部
門
 公
営
企
業
等
部
門
 

定年退職 

４人 

勧奨退職 

９人 

普通退職 

３人 

合　　計 

16人 

（人） 

60
歳
以
上 

55
〜
59
 

50
〜
54
 

45
〜
49
 

40
〜
44
 

35
〜
39
 

30
〜
34
 

25
〜
29
 

20
〜
24
 

20
歳
未
満 

議 会 事 務 局  

防 災 局  

総 務 部  

（企画財政部） 

市 民 部  

健 康 福 祉 部  

産 業 経 済 部  

建 設 部  

選挙管理委員会事務局 

農業委員会事務局 

監査委員事務局 

会 計 課  

小 計  

教 育 委 員 会  

小 計  

水 道 課  

下 水 道 課  

そ の 他  

小 計  

人件費 
43億6,960万 
　　　2千円 

人件費以外 
151億4,303万7千円 

平成17年度 
普通会計決算 
歳　出　額 
195億1,263万 
9千円 

給　料 
20億921万 
9千円 

2億1,262万9千円 

職員 
　手当 

期末・勤勉 
手当 

8億4,514 
万円 

平成18年度 
普通会計当初予算 
職員給与費 
30億698万 
8千円 

人事行政の運営状況を公表します 人事行政の運営状況を公表します 人事行政の運営状況を公表します 

１　職員の任免および職員数に関する状況 
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４　職員の分限および懲戒処分の状況 

５　職員の服務の状況 

　処分者等の状況 
（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

★人事行政の運営状況はホームページでも公開
しています。 

　市ホームページアドレス 
　　http://www.yoshinogawa.lg.jp/ 
　 
　問い合わせ　市総務課　　　  2231

6　職員の研修の状況 

　高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応するため、
職員の資質・勤務能率の向上に努めています。 

（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

●特別休暇 

　職員服務の基準 
　地方公務員法第30条に「すべての職員は、全体の奉仕者

として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当た

っては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規

定されています。職員には、命令に従う・秘密を守るなどの義

務や信用失墜行為・争議行為の禁止などが課されています。 

　平成17年４月１日から平成18年3月31日までの期間に違反

者はありませんでした。 

ド ナ ー 休 暇 
職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者として、 
検査、入院等が必要なとき 必要期間 

10日を超えない期間 

出産の日までの申出期間 

８週間以内の期間 

１日２回それぞれ30分以内の期間 

１日60分以内の期間 

３日を超えない範囲で必要と認め 
られる期間 

出産のため入院等する日から、 
出産から2週間の範囲で3日以内 

7月から9月までの期間で、7日以内 

在職　10年20年30年または40年　5日以内 
　　　15年25年または35年　　　３日以内 

当該妊娠期間中、7日の範囲内 

１つの年に５日以内 

処分内容 研修の名称 
（派遣研修） 

受講者 
延べ人数 

研 修 の 内 容 

85 

985 

1,070合　　計 

派　遣　研　修  
（徳島県自治研修センター） 
（徳島文理大学）等 

職 場 内 研 修  

処分者数（人） 

免　職 

降　任 

休　職 

降　給 

失　職 

0 

0 

5 

0 

0

分限処分 

続柄に応じて付与 
配偶者　　　　　　10日以内 
血族父母　　　　　10日以内 
  〃 子　　　　　　７日以内 
姻族父母　　　　　３日以内  等 

区分　妊娠７月　　　　　４週間に１回 
　　　  〃 ８～９月　　　２週間に１回 
　　　  〃 10～分娩まで　１週間に１回 
　　　分娩後１年まで　　１回 

職員の結婚に伴う必要と認められる行事等 

８週間以内（多児出産の場合は14週間）に出産予 
定である職員 

職員が出産したとき 

妊娠中の職員が、通勤に伴う負担を緩和するため 
勤務しないことがやむを得ないと認められるとき 

生後満１年に達しない子を育てる職員が、必要と 
認められる授乳等を行うため勤務しないことがや 
むを得ないと認められるとき 

妊娠中または分娩後に母子保健法第10条または第 
13条に規定する保健指導または健康診査を受ける 
場合 

生理日において勤務することが著しく困難な場合 

職員が妊娠障害のため勤務が著しく困難な場合 

職員が妻の出産に伴い出産の付き添い等の場合 

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職 
員が、その子を看護する必要があるとき 

在職期間が10年、15年、20年、25年、30年、35年、または 
40年に達した職員が心身のリフレッシュを図るとき 

職員の親族が死亡したとき 

結　婚　休　暇 

産　前　休　暇 

産　後　休　暇 

育 児 時 間 休 暇 

妊娠通勤緩和休暇 

妊娠または分娩後 
の保健指導または 
健康診査休暇 

生　理　休　暇 

妊 娠 障 害 休 暇 

配偶者出産休暇 

子 の 看 護 休 暇 

リフレッシュ休暇 

忌　引　休　暇 

夏期における諸行事、心身の健康の保持および 
増進等を行うとき 

夏　期　休　暇 

種　　　類 内容、取得条件等 付与日数 

主
　
な
　
特
　
別
　
休
　
暇
　
な
　
ど
 

処分内容 処分者数（人） 

免　職 

停　職 

減　給 

戒　告 

訓告等 

0 

0 

0 

0 

0

懲戒処分 

２２ 

５　職員の服務の状況 

6　職員の研修の状況 

法制執務・パソコン
研修・契約事務講座・
民法講座等 

人権研修（6回）、職員
特別研修（管理職11回・
管理職以外10回） 
市職員・教員研修等 

４　職員の分限および懲戒処分の状況 

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 ３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

（９）国との給料月額の水準比較 
　　（ラスパイレス指数）の状況 

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100とした

場合の市職員の給与水準を示したものです。 

（１）勤務時間の状況（平成18年度） 

（２）休暇制度の状況（平成17年度） 

●育児休業の取得状況 
　（平成17年度に新たに育児休業を取得した職員数） 

●通勤手当 

●扶養手当 

扶養親族 

支　給　月　額 

配　偶　者 

子・父母等の 
うち１人目 

子・父母等の 
うち２人目 

その他の 
扶養親族 

年　　度 

一般行政職 

平成18年度 

勤
　
務
　
時
　
間
　
な
　
ど
 

本庁などの場合 

　月曜日～金曜日（休日除く） 

　　勤務時間：8時30分～17時15分 

　　うち休憩時間45分、休息30分 

 

保育所の場合 

　月曜日～金曜日（休日除く） 

　　勤務時間：７時30分～19時までの間で 

　　　　　　　８時間（時差勤務） 

　　うち休憩時間45分、休息30分 

　土曜日（休日除く） 

　　勤務時間：８時30分～12時30分までの間 

　　　　　　　で４時間 

 

幼稚園の場合 

　月曜日～金曜日（休日除く） 

　　勤務時間：７時45分～17時15分までの間 

　　　　　　　で８時間（時差勤務） 

　　うち休憩時間45分、休息30分 

区　　分  

男性職員 

女性職員 

計 

年 次 有 給 

休暇の概要 

育児休業取得者数（人） 

0 

6 

6

制度概要 

１年度につき20日付与。 

現年度付与分のみ翌年 

度に繰り越し可。 

平均取得日数 

13.0日 

97.6

15～22歳の 
子の加算 

※扶養親族とは、主として職員に扶養されている者。 

　子とは、満22歳に達する日以降の最初の3月31日 

　までの間にある子。 

２㎞～５㎞未満 
５㎞～10㎞未満 
10㎞～15㎞未満 
15㎞～20㎞未満 
20㎞～25㎞未満 
25㎞～30㎞未満 
30㎞～35㎞未満 
35㎞～40㎞未満 
40㎞～45㎞未満 
45㎞～50㎞未満 
50㎞～55㎞未満 
55㎞～60㎞未満 
60㎞以上 

2,000円 
4,100円 
6,500円 
8,900円 
11,300円 
13,700円 
16,100円 
18,500円 
20,900円 
21,800円 
22,700円 
23,600円 
24,500円 

配偶者が 
扶養親族 

13,000円 

6,000円 

6,000円 

5,000円 

5,000円 

6,500円 

6,000円 

5,000円 

5,000円 

配偶者が 
扶養親族 
でない 

―― 

11,000円 

6,000円 

5,000円 

5,000円 

―― 

配偶者なし 

自動車等を使用し通勤距離が２㎞以上のものに支給される。 

●特殊勤務手当 

年　　度 

名　　称 支　給　対　象 

平成17年度 

125人  

10,997,000円 

87,976円 

19種類 

市税事務従事手当 

上水道施設修理従事手当 

ケースワーカー業務従事手当 

清掃業務従事手当 

汚水処理作業従事手当 

感染症防除等業務従事手当 

行路病人・死亡人取扱業務従事手当 

市税徴収金の徴収および税務業務に従事する職員 

上水道施設の修理業務に従事する職員 

福祉に関する業務に専ら従事する職員 

ごみ収集業務等に従事する職員 

汚水処理業務に従事する職員 

感染症等防除業務に従事したとき 

行路病人・死亡人の取扱業務に実地に従事したとき 

代
表
的
な
手
当
 

手当支給職員数  

支 給 総 額  

職員１人当たりの平均支給額 

手 当 の 種 類  
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４　職員の分限および懲戒処分の状況 

５　職員の服務の状況 

　処分者等の状況 
（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

★人事行政の運営状況はホームページでも公開
しています。 

　市ホームページアドレス 
　　http://www.yoshinogawa.lg.jp/ 
　 
　問い合わせ　市総務課　　　  2231

6　職員の研修の状況 

　高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応するため、
職員の資質・勤務能率の向上に努めています。 

（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

●特別休暇 

　職員服務の基準 
　地方公務員法第30条に「すべての職員は、全体の奉仕者

として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当た

っては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規

定されています。職員には、命令に従う・秘密を守るなどの義

務や信用失墜行為・争議行為の禁止などが課されています。 

　平成17年４月１日から平成18年3月31日までの期間に違反

者はありませんでした。 

ド ナ ー 休 暇 
職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者として、 
検査、入院等が必要なとき 必要期間 

10日を超えない期間 

出産の日までの申出期間 

８週間以内の期間 

１日２回それぞれ30分以内の期間 

１日60分以内の期間 

３日を超えない範囲で必要と認め 
られる期間 

出産のため入院等する日から、 
出産から2週間の範囲で3日以内 

7月から9月までの期間で、7日以内 

在職　10年20年30年または40年　5日以内 
　　　15年25年または35年　　　３日以内 

当該妊娠期間中、7日の範囲内 

１つの年に５日以内 

処分内容 研修の名称 
（派遣研修） 

受講者 
延べ人数 

研 修 の 内 容 

85 

985 

1,070合　　計 

派　遣　研　修  
（徳島県自治研修センター） 
（徳島文理大学）等 

職 場 内 研 修  

処分者数（人） 

免　職 

降　任 

休　職 

降　給 

失　職 

0 

0 

5 

0 

0

分限処分 

続柄に応じて付与 
配偶者　　　　　　10日以内 
血族父母　　　　　10日以内 
  〃 子　　　　　　７日以内 
姻族父母　　　　　３日以内  等 

区分　妊娠７月　　　　　４週間に１回 
　　　  〃 ８～９月　　　２週間に１回 
　　　  〃 10～分娩まで　１週間に１回 
　　　分娩後１年まで　　１回 

職員の結婚に伴う必要と認められる行事等 

８週間以内（多児出産の場合は14週間）に出産予 
定である職員 

職員が出産したとき 

妊娠中の職員が、通勤に伴う負担を緩和するため 
勤務しないことがやむを得ないと認められるとき 

生後満１年に達しない子を育てる職員が、必要と 
認められる授乳等を行うため勤務しないことがや 
むを得ないと認められるとき 

妊娠中または分娩後に母子保健法第10条または第 
13条に規定する保健指導または健康診査を受ける 
場合 

生理日において勤務することが著しく困難な場合 

職員が妊娠障害のため勤務が著しく困難な場合 

職員が妻の出産に伴い出産の付き添い等の場合 

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職 
員が、その子を看護する必要があるとき 

在職期間が10年、15年、20年、25年、30年、35年、または 
40年に達した職員が心身のリフレッシュを図るとき 

職員の親族が死亡したとき 

結　婚　休　暇 

産　前　休　暇 

産　後　休　暇 

育 児 時 間 休 暇 

妊娠通勤緩和休暇 

妊娠または分娩後 
の保健指導または 
健康診査休暇 

生　理　休　暇 

妊 娠 障 害 休 暇 

配偶者出産休暇 

子 の 看 護 休 暇 

リフレッシュ休暇 

忌　引　休　暇 

夏期における諸行事、心身の健康の保持および 
増進等を行うとき 

夏　期　休　暇 

種　　　類 内容、取得条件等 付与日数 

主
　
な
　
特
　
別
　
休
　
暇
　
な
　
ど
 

処分内容 処分者数（人） 

免　職 

停　職 

減　給 

戒　告 

訓告等 

0 

0 

0 

0 

0

懲戒処分 

２２ 

５　職員の服務の状況 

6　職員の研修の状況 

法制執務・パソコン
研修・契約事務講座・
民法講座等 

人権研修（6回）、職員
特別研修（管理職11回・
管理職以外10回） 
市職員・教員研修等 

４　職員の分限および懲戒処分の状況 

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 ３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

（９）国との給料月額の水準比較 
　　（ラスパイレス指数）の状況 

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100とした

場合の市職員の給与水準を示したものです。 

（１）勤務時間の状況（平成18年度） 

（２）休暇制度の状況（平成17年度） 

●育児休業の取得状況 
　（平成17年度に新たに育児休業を取得した職員数） 

●通勤手当 

●扶養手当 

扶養親族 

支　給　月　額 

配　偶　者 

子・父母等の 
うち１人目 

子・父母等の 
うち２人目 

その他の 
扶養親族 

年　　度 

一般行政職 

平成18年度 

勤
　
務
　
時
　
間
　
な
　
ど
 

本庁などの場合 

　月曜日～金曜日（休日除く） 

　　勤務時間：8時30分～17時15分 

　　うち休憩時間45分、休息30分 

 

保育所の場合 

　月曜日～金曜日（休日除く） 

　　勤務時間：７時30分～19時までの間で 

　　　　　　　８時間（時差勤務） 

　　うち休憩時間45分、休息30分 

　土曜日（休日除く） 

　　勤務時間：８時30分～12時30分までの間 

　　　　　　　で４時間 

 

幼稚園の場合 

　月曜日～金曜日（休日除く） 

　　勤務時間：７時45分～17時15分までの間 

　　　　　　　で８時間（時差勤務） 

　　うち休憩時間45分、休息30分 

区　　分  

男性職員 

女性職員 

計 

年 次 有 給 

休暇の概要 

育児休業取得者数（人） 

0 

6 

6

制度概要 

１年度につき20日付与。 

現年度付与分のみ翌年 

度に繰り越し可。 

平均取得日数 

13.0日 

97.6

15～22歳の 
子の加算 

※扶養親族とは、主として職員に扶養されている者。 

　子とは、満22歳に達する日以降の最初の3月31日 

　までの間にある子。 

２㎞～５㎞未満 
５㎞～10㎞未満 
10㎞～15㎞未満 
15㎞～20㎞未満 
20㎞～25㎞未満 
25㎞～30㎞未満 
30㎞～35㎞未満 
35㎞～40㎞未満 
40㎞～45㎞未満 
45㎞～50㎞未満 
50㎞～55㎞未満 
55㎞～60㎞未満 
60㎞以上 

2,000円 
4,100円 
6,500円 
8,900円 
11,300円 
13,700円 
16,100円 
18,500円 
20,900円 
21,800円 
22,700円 
23,600円 
24,500円 

配偶者が 
扶養親族 

13,000円 

6,000円 

6,000円 

5,000円 

5,000円 

6,500円 

6,000円 

5,000円 

5,000円 

配偶者が 
扶養親族 
でない 

―― 

11,000円 

6,000円 

5,000円 

5,000円 

―― 

配偶者なし 

自動車等を使用し通勤距離が２㎞以上のものに支給される。 

●特殊勤務手当 

年　　度 

名　　称 支　給　対　象 

平成17年度 

125人  

10,997,000円 

87,976円 

19種類 

市税事務従事手当 

上水道施設修理従事手当 

ケースワーカー業務従事手当 

清掃業務従事手当 

汚水処理作業従事手当 

感染症防除等業務従事手当 

行路病人・死亡人取扱業務従事手当 

市税徴収金の徴収および税務業務に従事する職員 

上水道施設の修理業務に従事する職員 

福祉に関する業務に専ら従事する職員 

ごみ収集業務等に従事する職員 

汚水処理業務に従事する職員 

感染症等防除業務に従事したとき 

行路病人・死亡人の取扱業務に実地に従事したとき 

代
表
的
な
手
当
 

手当支給職員数  

支 給 総 額  

職員１人当たりの平均支給額 

手 当 の 種 類  
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❽2007年（平成19年）2月14日

広報よしのがわ

●指定袋には必ず自治会名と氏名を
お書きください！

～鴨島町内にお住まいの皆さんへ～
　平成19年４月から、古紙類（新聞紙・雑誌・段ボール）を収集する曜日が変わります。

「新聞紙」は月曜日、「雑誌」は火曜日、「段ボール」は金曜日に、それぞれ月２回の収集となります。
「ごみ収集日程表」で、よくご確認の上、お出しください。

　ごみ集積場でのごみの散乱や取り残しなど
があった場合、付近住民の皆さんに迷惑がか
かります。地域ぐるみでごみ出しルールを守
り、一人ひとりのごみに対する意識を相互に
高めていただくため、指定袋には必ず自治会
名と氏名をお書きくださるよう、ご理解とご
協力をお願いします。

●「ごみ収集日程表」は届きましたか？
　昨年12月末までに、市内全域各戸に「ごみ
収集日程表」を配布しましたが、まだお手元
に届いていない場合は、鴨島地区の方は鴨島
環境センター、市役所１階市民ホール、川島・
山川・美郷地区の方は西環境センター、支所
地域課（川島・山川・美郷）に備え付けてあ
ります。

集
積
場
所
か
ら
資
源
ご
み

の
持
ち
去
り
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い
！

ア
ル
ミ
缶
の
収
益
は
ご
み
処
理

費
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す

　

自
治
会
の
集
積
場
所
に
出
さ
れ

た
ア
ル
ミ
缶
等
は
、
分
別
処
理
の

後
、
資
源
物
と
し
て
売
り
払
い
し

て
い
ま
す
。
そ
の
収
益
は
、
可
燃

物
、
埋
め
立
て
ご
み
等
の
処
理
費

の
一
部
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
集
積
場
所
か
ら
ア
ル

ミ
缶
等
の
資
源
物
を
持
ち
去
る
行

為
が
横
行
し
て
お
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、
苦
言

が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。持

ち
去
り
は
窃
盗
行
為
で
す
！

　
「
吉
野
川
市
に
お
け
る
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
」
の
一
部
改
正
（
12
月
定
例
議

会
）
で
、
集
積
場
所
か
ら
資
源
物

の
持
ち
去
り
を
禁
止
す
る
と
と
も

に
、
廃
棄
物
の
所
有
権
が
本
市
に

あ
る
と
定
め
、
資
源
物
の
持
ち
去

り
防
止
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

資
源
物
の
持
ち
去
り
を
見
つ
け

た
ら

　
「
持
ち
去
り
」
を
行
っ
た
方
は
、

刑
法
第
２
３
５
条
の
窃
盗
罪
の
適

用
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
吉
野
川

警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
持
ち
去

り
防
止
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

も
し
、
資
源
物
の
持
ち
去
り
を

見
つ
け
た
ら
、
日
時
・
場
所
・
車

両
ナ
ン
バ
ー
等
を
記
録
し
、
鴨
島

環
境
セ
ン
タ
ー
（
鴨
島
）
も
し
く

は
、
西
環
境
セ
ン
タ
ー
（
山
川
）

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
で
の
口
頭
注
意

※
言
い
づ
ら
い
、
ま
た
は
危
険
を

感
じ
る
場
合
は
正
確
な
車
両
ナ
ン

バ
ー
等
を
確
認

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー
・
西
環
境

セ
ン
タ
ー
に
連
絡

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー
・
西
環
境

セ
ン
タ
ー
か
ら
注
意
・
指
導

※
悪
質
な
場
合
は
、
市
か
ら
警
察

　

に
通
報

連
絡
・
問
い
合
わ
せ

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー ☎

㉔
５
６
９
７

西
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
42
５
３
３
３
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記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

　

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
の
中
か
ら
男
女
共
同
参
画

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
家
事
は
家
族
の
健
康
と
快
適
な

生
活
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
で
す

　

楽
し
く
安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
る

家
庭
に
す
る
た
め
に
、
家
族
の
一

員
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
家
事
を

分
担
し
ま
し
ょ
う
。

人
権
と
ぴ
っ
く
す

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
の
た

め
に

―
川
田
西
小
学
校
―

　

子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に

個
性
が
あ
ふ
れ
、
大
い
な
る
可
能

性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

よ
い
と
こ
ろ
を
引
き
出
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
間
関
係
の
中
で
思
い
や

り
の
心
を
育
て
、
自
己
実
現
を
図

る
こ
と
が
人
権
教
育
だ
と
思
い
ま

す
。

　

本
校
で
は
小
規
模
校
の
特
徴
を

生
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
を
全
教
職
員
で
し
っ
か
り
見

つ
め
る
「
支
援
教
育
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
学
校
あ
げ
て
子
ど

も
た
ち
の
生
活
を
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
か
ら
支
え
る
こ
と
を
核
と
し
な

が
ら
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の

幸
せ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
学
習
に
集
中
で
き
な
い

子
ど
も
や
人
間
関
係
を
築
く
の
が

苦
手
な
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
正
し
く
把
握

さ
れ
て
い
な
い
と
、
甘
え
や
わ
が

ま
ま
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
子

ど
も
が
努
力
し
て
い
る
の
に
正
し

く
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か

市
秘
書
企
画
課

☎
㉒
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

家
庭
は
小
さ
な
社
会
で
す

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

　

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

　

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

●
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
ひ

と
り
が
生
活
の
自
立
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う

　

料
理
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
を
自

分
で
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
介
護
は
、
自
分
ひ
と
り
で
背
負

わ
ず
に

　

家
族
で
助
け
合
い
、
公
的
介
護

支
援
サ
ー
ビ
ス
も
組
み
入
れ
、
み

ん
な
で
支
え
る
介
護
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

●
父
親
も
責
任
あ
る
立
場
と
し
て

と
も
に
育
児
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

育
児
は
親
と
し
て
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
。
手
伝
っ
て
い
る
と
い

う
気
持
ち

で
な
く
主

体
的
に
育

児
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
生
活
設
計
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

家
族
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
（
人

生
設
計
）
を
た
て
、
家
族
の
将
来

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
、
男

女
共
同
参
画
の
基
本
で
す
。
家

族
全
員

で
明
る

い
計
画

を
考
え

ま
し
ょ

う
。

ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
気
に

な
る
情
報
を
詳
し
く
集
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
状
態

や
そ
の
背
景
を
正
し
く
知
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

　

校
内
委
員
会
を
毎
学
期
定
期
的

に
開
き
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

話
し
合
い
、
全
教
職
員
が
共
通
理

解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
か

支
援
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
引
き
出

す
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
子
ど
も

に
寄
り
添
い
な
が
ら
「
何
が
で
き

る
か
」
に
目
を
向
け
、
子
ど
も
に

投
げ
か
け
み
ん
な
で
じ
っ
く
り
話

し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
励
ま
し

合
い
助
け
合
う
集
団
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で

の
取
り
組
み
を
評
価
し
、
今
後
の

よ
り
良
い
支
援
や
心
の
教
育
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
専
門
の
先
生
に
指

導
方
法
等
を
助
言
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
家
庭
訪
問
や
教
育
相
談
等

を
通
し
て
保
護
者
と
の
連
携
を
深

め
た
り
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
全
教
職
員
が
子
ど
も
た

ち
の
よ
き
理
解
者
・
支
援
者
に
な

る
こ
と
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
合
う
教
育
の
創
造
に
取
り
組
ん

で
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。
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11
月
24
日
に
知
恵
島
小
学
校
、

12
月
13
日
に
川
田
小
学
校
で
、
バ

ン
ド
が
学
校
を
訪
れ
て
生
演
奏
を

す
る
催
し
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
バ
ン
ド
が
う
ち
の
学
校
に
や
っ

て
く
る
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
開
催
さ
れ
る

国
民
文
化
祭
の
お
知
ら
せ
を
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
生
演

奏
の
音
楽
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

バ
ン
ド
が
う
ち
の
学
校

に
や
っ
て
き
た
！

アフリカの太鼓をたたいてみよう
　　　　　　　　　　（知恵島小）

　

知
恵
島
小
学
校
に
は
、
全
校
児

童
が
待
つ
体
育
館
に
、
民
族
音
楽

を
演
奏
す
る
「
ヒ
メ
ヒ
コ
」
さ
ん

が
、
ア
フ
リ
カ
の
太
鼓
や
口
琴
と

い
っ
た
、
普
段
あ
ま
り
見
た
こ
と

が
な
い
楽
器
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
川
田
小
学
校
に
は
、
中

国
の
弦
楽
器
で
あ
る
二に

こ胡
の
演
奏

家
、
鏡
宜
行
さ
ん
と
と
も
に
「
ヒ

メ
ヒ
コ
」
さ
ん
が
訪
れ
、
５
年
生

と
６
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。児童も演奏に参加しました

　　　　　　　　（川田小）

美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
が

手
づ
く
り
郷
土
賞
受
賞

　

美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
（
棟

本
誠
二
隊
長
）
が
、
国
土
交
通
省

の
平
成
18
年
度
手
づ
く
り
郷
土
賞

（
地
域
活
動
部
門
）
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

12
月
７
日
、
高
松
サ
ン
ポ
ー
ト

合
同
庁
舎
で
認
定
証
の
伝
達
式
が

あ
り
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整

備
局
長
か
ら
棟
本
隊
長
、
佐
藤
副

隊
長
に
認
定
証
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

手
づ
く
り
郷
土
賞
は
、
地
域
の

個
性
、
魅
力
、
活
力
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
に
お
お

く
の
貢
献
や
波
及
効
果
を
も
た
ら

し
、
公
益
性
を
有
す
る
良
質
な
活

動
を
し
て
い
る
団
体
を
表
彰
す
る

制
度
で
す
。
今
回
、
美
郷
宝
さ
が

し
探
検
隊
は
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
ほ
た
る
観
察
ツ
ア
ー
な

ど
、
地
元
の
資
源
を
利
用
し
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
伝
統
・
文

化
の
継
承
、
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

　

12
月
16
・
17
日
、
美
郷
の
高
開

地
区
で
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
高

開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
美
郷

宝
さ
が
し
探
検
隊
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
方
が
訪
れ
、
幻
想
的
な

光
の
競
演
を
楽
し
み
、
冬
空
に
感

動
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
方
に
よ
る
あ
め

湯
の
接
待
や
ア
フ
リ
カ
民
族
楽
器

の
演
奏
、
小
中
学
生
ら
が
手
作
り

し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
誘
導
灯
も
訪

れ
た
方
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

石積みの姿が暗闇に浮かび上がる

認定証を手にする棟本隊長（左）
と佐藤副隊長（右）

消
防
団
年
末
警
戒

　

12
月
27
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
、
市
消
防
団
の
年
末
警
戒
が
各

方
面
の
消

防
団
ご
と

に
行
わ
れ

ま
し
た
。

消
防
団
員

が
車
や
徒

歩
で
、
市

民
の
方

に
火
の
用

心
を
呼
び

か
け
ま
し

た
。徳島駅伝

　

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島

県
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
徳
島
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
野
川
市

は
、
昨
年
の
８
位
を
上
回
る
７
位

と
健
闘
し
、
来
年
に
つ
な
が
る
走

り
を
見
せ
ま
し
た
。

川島城前を再スタート
（３日目第40区）

市
民
を
守
る
消
防
団
員

た
ち

　

も
の
悲
し
さ
が
あ
り
な
が
ら
、

心
に
し
み
こ
ん
で
く
る
よ
う
な
二

胡
の
音
色
と
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ア

フ
リ
カ
の
太
鼓
の
共
演
に
、
子
ど

も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
学
校
で
も
、
子
ど
も

た
ち
は
太
鼓
を
た
た
い
た
り
、
音

に
合
わ
せ
て
声
を
出
し
た
り
、
お

お
い
に
盛
り
上
が
り
、
は
じ
け
る

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
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平成19年
吉野川市成人式

　

１
月
３
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

平
成
19
年
の
成
人
式
が
開
催
さ

れ
、
新
成
人
４
４
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

　

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
や
中
学

時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
続
き
催
さ
れ
た
式
典
で

は
、
市
長
や
来
賓
の
方
々
の
祝
辞

を
受
け
、
新
成
人
を
代
表
し
て
水

口
隆
幸
さ
ん
（
鴨
島
町
）
が
、「
今

日
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
他
人
に

や
さ
し
く
自
分
に
厳
し
い
責
任
の

あ
る
社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
き

た
い
。
自
分
の
将
来
を
誠
実
に
見

つ
め
、
希
望
あ
る
吉
野
川
市
民
と

し
て
一
歩
一
歩
努
力
し
て
い
き
ま

す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
成
人
の
代
表
で
組
織

す
る
実
行
委
員
会
（
岡
田
達
彦
実

行
委
員
長
＝
鴨
島
町
）
と
市
教
育

委
員
会
の
共
催
で
行
わ
れ
、
司
会

進
行
等
で
新
成
人
が
活
躍
し
ま
し

た
。

実行委員長
の岡田達彦
さん（左）

謝辞を述べ
る水口隆幸
さん（右）

吉
野
川
市
消
防
団
出
初
式

　

１
月
７
日
、
市
立
川
島
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
吉
野
川
市
消
防

団
の
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労

者
へ
の
表
彰
や
観
閲
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
杉
山
浩
二
（
川
島
方
面
第
４
分

団
長
）
▼
森
本
善
藏
（
川
島
方
面

第
６
分
団
）
▼
板
川
秀
男
（
山
川

方
面
第
１
分
団
長
）
▼
池
田
正
人

（
山
川
方
面
第
６
分
団
副
分
団
長
）

▼
住
友
寛
（
山
川
方
面
第
８
分
団

副
分
団
長
）
▼
猪
本
光
一
（
美
郷

方
面
第
１
分
団
長
）
▼
岸
田
益
雄

（
鴨
島
方
面
第
１
分
団
長
）
▼
森

本
修
司（
鴨
島
方
面
第
２
分
団
長
）

▼
張
丁
毅
義
（
鴨
島
方
面
第
８
分

団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章

▼
長
元
博
美
（
山
川
方
面
第
７
分

団
副
分
団
長
）
▼
村
田
久
典
（
山

川
方
面
第
３
分
団
副
分
団
長
）
▼

久
保
正
美
（
美
郷
方
面
第
３
分
団

長
）
▼
住
友
和
芳
（
美
郷
方
面
第

６
分
団
長
）
▼
佐
藤
隆
宏
（
鴨
島

方
面
第
３
分
団
長
）
▼
瀬
尾
誠
悟

（
鴨
島
方
面
第
12
分
団
長
）
▼
新

居
孝
司（
川
島
方
面
第
７
分
団
長
）

▼
福
岡
正
（
川
島
方
面
第
９
分
団

長
）

◇
精
績
章

▼
川
村
芳
弘
（
美
郷
方
面
第
５
分

団
部
長
）
▼
後
藤
田
忠
士
（
美
郷

方
面
第
２
分
団
副
分
団
長
）
▼
戸

井
賢
太
郎
（
鴨
島
方
面
第
２
分
団

副
分
団
長
）
▼
後
藤
田
賀
博
（
鴨

島
方
面
第
６
分
団
長
）
▼
桒
原
隆

（
鴨
島
方
面
第
７
分
団
副
分
団
長
）

▼
河
野
勝
也
（
鴨
島
方
面
第
８
分

団
副
分
団
長
）
▼
宮
本
俊
司
（
鴨

島
方
面
第
10
分
団
副
分
団
長
）
▼

大
島
學（
鴨
島
方
面
第
13
分
団
長
）

▼
阿
部
耕
一
（
川
島
方
面
第
１
分

団
長
）
▼
後
藤
田
祥
史
（
川
島
方

面
第
５
分
団
）
▼
関
口
賢
吉
（
川

島
方
面
第
８
分
団
長
）
▼
柳
本
義

雄
（
川
島
方
面
第
10
分
団
）
▼
佐

藤
周
三
（
山
川
方
面
第
１
分
団
副

分
団
長
）
▼
脇
本
啓
二
（
山
川
方

面
第
４
分
団
部
長
）
▼
三
木
啓
行

（
山
川
方
面
第
７
分
団
部
長
）
▼

消防団員は地域の安全と安心を守る
ため日々活躍している

中
山
泰
治（
山
川
方
面
本
団
部
長
）

　

こ
の
ほ
か
、
徳
島
県
消
防
協
会

長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
が
６
人

の
方
に
、
吉
野
川
市
分
会
長
表
彰

が
34
人
に
、
吉
野
川
市
長
表
彰
が

33
人
に
、
吉
野
川
市
消
防
団
長
表

彰
が
４
つ
の
分
団
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
退
職
消
防
団
員
へ
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

百
歳
の
誕
生
日
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

１
月
15
日
、
川
島
町
桒
村
の
篠

原
カ
ツ
ヱ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
（
明
治
40
年
生
ま
れ
）、

市
や
県
か
ら
祝
い
状
や
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

篠
原
さ
ん
は
骨
折
で
市
内
の
病

院
に
入
院
し
て
い
ま
す
が
、
食
事

も
し
っ
か
り
食
べ
、お
元
気
で
す
。

誕
生
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
長

寿
を
お
祝
い
し
、
訪
れ
た
人
た
ち

に
元
気
に
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
14

人
（
女
性

12
人
、
男

性
２
人
）

に
な
り
ま

し
た
。

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
四
国
大

会
準
優
勝
！

　

１
月
13
日
、ア
リ
ー
ナ
土
居（
愛

媛
県
四
国
中
央
市
）
で
開
催
さ
れ

た
「
サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
第
３
回

全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手

権
大
会
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
」

で
、
川
田
中
小

学
校
の
「
川
田

中
ブ
ラ
ッ
ク
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
」（
豆

成
謙
吾
主
将
）

が
初
出
場
で
準

優
勝
し
ま
し
た
。

百
歳
を
迎
え
た
篠
原

カ
ツ
ヱ
さ
ん

「川田中ブラックドラゴンズ」の皆さん

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
っ
て
？

　

だ
円
形
の
ボ
ー
ル
を
使
い
ま
す
。

腰
に
付
け
た
２
本
の
タ
グ
を
、
お
互

い
に
取
っ
た
り
取
ら
れ
た
り
し
な
が

ら
、
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
相
手
ゴ
ー
ル

を
め
ざ
す
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
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だ
っ
こ
よ
り　

の
せ
て
安
心　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　

柳
原
美
弥
妃
（
上
浦
幼
稚
園
）

吉
野
川
市
の
行
財
政
改
革

シリーズ

　

行
財
政
改
革
の
具
体
的
な
方
策

を
ま
と
め
た
実
施
計
画
（
平
成
17

〜
21
年
度
）
に
沿
っ
て
、
市
の
現

状
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
実
施
計
画
を
作

成
す
る
と
き
に
基
本
と
な
っ
た
も

の
が
行
財
政
改
革
大
綱
で
す
。

　

大
綱
で
は
、
行
財
政
改
革
の
推

進
の
た
め
の
主
要
事
項
と
し
て
、

７
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
組
織
・
機
構

　

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構

に
見
直
し
ま
す
。
ま
た
時
代
に
即

し
た
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
組
織
・
機
構
に
し
ま
す
。

２
事
務
事
業
の
見
直
し

　

事
務
事
業
を
評
価
し
、
整
理
・

合
理
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
民

間
の
発
想
や
手
法
の
導
入
、
指
定

管
理
者
制
度
な
ど
民
間
活
力
を
活

用
し
ま
す
。

３
定
員
お
よ
び
給
与

　

職
員
数
を
減
ら
し
つ
つ
も
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
、

組
織・機
構
や
事
務
事
業
の
見
直

し
と
合
わ
せ
た
中
で
進
め
ま
す
。

４
財
政
の
健
全
化

　

支
出
の
抑
制
は
も
と
よ
り
、
税

金
や
使
用
料
の
徴
収
率
向
上
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
な
ど

収
入
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
図
り
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

５
公
共
事
業

　

事
業
を
評
価
し
優
先
順
位
を
定

め
、
事
業
の
抑
制
や
休
止
も
視
野

に
入
れ
た
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

６
情
報
公
開

　

情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
市

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

７
人
材
の
育
成

　

サ
ー
ビ
ス
に
直
接
携
わ
る
市
職

員
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

適
正
な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
こ
と
で
人
材
を
育
成
し
、

事
務
効
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

市
秘
書
企
画
課

☎
㉒
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
問
い
合
わ
せ

122007年（平成19年）2月14日

広報よしのがわ

阿
あ べ

部　千
ち　あき

明

　

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

怪
傑　

講
師
団
活
躍
中

講
師
団
紹
介
⑯

講
演
テ
ー
マ

「
人
権
学
習
会
っ
て
な
あ
に
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

鴨
島
町
出
身
。
市
学
習
会
専
任

指
導
員
。

　

学
習
会
っ
て
な
あ
に
？　

そ
の

疑
問
に
紙
芝
居
を
使
っ
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
。「
わ
る
く
ち
、
い

じ
わ
る
、
仲
間
は
ず
し
」
こ
れ

ら
が
な
く
な
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ

う
。
み
ん
な
が
楽
し
く
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
っ
て
!?　

想
像
し
て

ご
ら
ん
。
学
習
会
に
通
う
子
ど
も

た
ち
の
成
長
す
る
姿
に
、
自
分
の

心
の
成
長
を
写
す
。
笑
顔
広
が
る

話
か
ら
、
や
す
ら
ぎ
を
お
す
そ
わ

け
。

市
人
権
課　
　
　

☎
㉒
２
２
２
９

問
い
合
わ
せ

議
会
だ
よ
り

　

平
成
18
年
12
月
市
議
会
定
例
会

が
12
月
５
日
か
ら
25
日
ま
で
の
21

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
長
が
提
案
し
た
47
議
案
す

べ
て
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

等
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

決
算
認
定

◇
平
成
17
年
吉
野
川
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

◇
平
成
17
年
吉
野
川
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
な
ど
特
別
会
計
の
決
算
認
定
９

件
　

決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

条
例

◇
吉
野
川
市
副
市
長
定
数
条
例
制

定
　

地
方
自
治
法
の
一
部
の
改
正
に

伴
い
、
市
町
村
の
助
役
に
代
え
、

副
市
長
を
置
く
条
例
を
定
め
る
も

の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
企
業
立
地
促
進
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

本
市
に
事
業
所
の
新
設
等
を

行
っ
た
企
業
等
に
対
す
る
奨
励
処

置
に
つ
い
て
、
事
業
所
用
地
に
関

す
る
面
積
要
件
の
緩
和
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
方
の
新
規
雇
用
に

係
る
「
雇
用
奨
励
金
」
の
創
設
等
、

実
態
に
即
し
た
見
直
し
を
行
う
た

め
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

予
算

◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
１

８
８
億
３
４
１
２
万
７
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
６
件

　

契
約

◇
川
島
中
学
校
改
築
工
事
の
う
ち

建
築
工
事
の
請
負
変
更
契
約

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
し

た
業
者
と
の
請
負
変
更
契
約
に
つ

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
よ
る
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
田
島
淳
次

委
員
（
55
歳
＝
山
川
町
湯
立
）
を

再
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

行
財
政
改
革
大
綱

※
１
月
号
７
ペ
ー
ジ
３
段
目
12
行
目
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

事
後
評
価（
誤
）↓
事
前
評
価（
正
）
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問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

川
島
中
学
校
整
備
事
業
の
た
め
、

桒
村
投
票
区
の
投
票
所
を
、
こ
れ

ま
で
の
市
立
川
島
中
学
校
武
道
場

か
ら
川
島
庁
舎
に
変
更
し
ま
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会☎

㉒
２
２
１
１

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と　

心
の
ベ
ル
ト
で　

安
全
運
転

松
尾　

美
来
（
森
山
小
学
校
一
年
）

13 2007年（平成19年）2月14日

広報よしのがわ

犬はつないで飼いましょう

情
報
広
場 

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
寿
荘
は
、

昭
和
48
年
５
月
16
日
の
開
所
以

来
、
福
祉
施
設
と
し
て
高
齢
者
福

祉
の
増
進
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
閉
所
し
ま
す
。
天
寿
荘
に
代
わ

る
移
管
先
施
設
と
し
て
、
現
在
Ｊ

Ｒ
鴨
島
駅
前
に
建
設
中
の
、
社
会

福
祉
法
人
イ
ト
カ
ワ
が
経
営
す
る

養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
あ
け
わ
』
が

４
月
１
日
に
開
所
し
ま
す
。

　

入
所
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
地

域
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
川
島
庁

舎
１
階
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
地
域
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
１
１
１

養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
寿

荘
閉
所

お
知
ら
せ 

れ
る
方
は
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

貸
与
条
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す

る
こ
と
が
困
難
な
方

②
向
学
意
欲
が
旺
盛
で
成
績
が
優

秀
な
方

③
市
内
に
２
カ
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方
の
子
。
父
・
母
と
も
に
い

な
い
方
は
、
本
人
が
市
内
に
住
所

を
有
す
る
こ
と
。

貸
与
月
額

○
高
等
学
校　

県
立
高
等
学
校
の

全
日
制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す

る
金
額
（
１
０
０
０
円
未
満
端
数

切
り
捨
て
）

○
国
立
大
学　

２
万
円

○
私
立
大
学　

２
万
５
０
０
０
円

貸
与
金
の
償
還

　

学
校
卒
業
の
翌
年
か
ら
15
年（
高

等
学
校
は
20
年
）以
内
の
均
等
償
還

※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
所
得
証
明
書

③
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

④
成
績
証
明
書

⑤
誓
約
書
な
ど

奨
学
金
貸
与

　

平
成
19
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
希
望
さ

※
申
請
関
係
書
類
は
学
校
教
育
課

（
山
川
庁
舎
１
階
）、
支
所
地
域
課

（
鴨
島
・
川
島
・
美
郷
）
に
あ
り

ま
す
。

申
込
期
間

３
月
１
日
㈭
〜
20
日
㈫

市
学
校
教
育
課　
☎
42
４
１
１
４

清
掃
と
消
毒
の
徹
底
で

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

―

愛あ
い
が
ん玩
鶏
を
飼
っ
て
い
る
方
へ―

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
生
予
防
の
た
め
、
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
鳥
小
屋
内
に
ス
ズ
メ
な
ど
の
野

鳥
が
入
ら
な
い
よ
う
、
編
目
が
２

㎝
以
下
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
鳥
小
屋
の
壊
れ
た
場
所
は
補
修

し
、
ネ
ズ
ミ
等
の
野
生
小
動
物
が

入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
放
し
飼
い
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

○
飲
み
水
は
新
鮮
な
水
道
水
を
与

え
て
く
だ
さ
い
。

○
ゼ
ロ
の
つ
く
日
は
県
下
一
斉
の

消
毒
日
で
す
。
鳥
小
屋
の
清
掃
と

消
毒
は
、毎
月
３
回（
10
日
、20
日
、

30
日
）以
上
行
い
ま
し
ょ
う
。（
市

販
の
逆
性
せ
っ
け
ん
を
１
０
０
０

倍
に
希
釈
し
て
使
用
）

　

飼
っ
て
い
る
鳥
が
突
然
多
数
死

亡
す
る
な
ど
普
段
と
違
っ
た
様
子

が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
農
業
振

興
課
（
市
役
所
２
階
）
ま
た
は
吉

野
川
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
農
業
振
興
課　
☎
㉒
２
２
２
８

吉
野
川
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
㉔
２
０
２
９

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り 

鴨
島
公
民
館　
　

☎
㉔
５
１
１
１

　
　
　
　
　
　

℻
㉔
５
１
１
３

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

桒
村
投
票
区
の
投
票
所

を
変
更
し
ま
す

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
工
事
そ

の
他
の
理
由
で
一
時
的
に
水
道

を
使
用
す
る
場
合
の
臨
時
使
用
料

金
を
、
こ
れ
ま
で
の
１
㎥
に
つ
き

３
７
０
円
か
ら
、
１
カ
月
に
つ
き

５
０
０
０
円
に
変
更
し
ま
す
。
な

お
、
臨
時
使
用
料
金
は
、
水
道
の

使
用
申
し
込
み
の
際
に
前
納
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

市
水
道
課　
　
　
☎
42
３
１
９
９

悪
徳
商
法
に
注
意
!!

　

最
近
、「
吉
野
川
市
の
健
康
相

談
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」
な
ど

と
市
の
職
員
や
関
係
者
を
装
っ
た

人
に
お
灸
マ
ッ
ト
な
ど
を
勧
め
ら

れ
、
高
額
で
購
入
し
て
し
ま
う
被

害
が
起
き
て
い
ま
す
。
吉
野
川
市

で
は
、
住
民
の
方
へ
健
康
器
具
等

の
物
品
を
訪
問
販
売
す
る
よ
う
な

こ
と
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
㉕
６
６
２
７

問
い
合
わ
せ

水
道
の
臨
時
使
用
料
を

変
更
し
ま
す

と
き　

３
月
か
ら
の
第
２
・
第
３

月
曜
日　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

河
野
キ
ク
エ
さ
ん

申
込
受
付　

３
月
２
日
㈮
か
ら

ヨ
ー
ガ
教
室
生
募
集
（
60
歳
以

上
の
方
・
受
講
料
無
料
・
定
員
20
人
）



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
よ　

し
ん
ご
う
ち
か
ち
か　

わ
た
っ
ち
ゃ
だ
め
よ

宮
口　

夏
希（
西
麻
植
小
学
校
一
年
）

142007年（平成19年）2月14日

広報よしのがわ

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
が
実

施
さ
れ
ま
す

　

担
い
手
（
認
定
農
業
者
、
特
定

農
業
団
体
等
）
の
方
を
対
象
に
、

当
年
の
収
入
額
が
標
準
的
な
収
入

額
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ
の
差

額
の
９
割
を
補
て
ん
す
る
対
策
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
対
策
に
加
入
す
る
と
、
現

行
の
対
策
に
比
べ
、
農
家
の
拠
出

金
負
担
の
大
幅
な
軽
減
、
拠
出
金

の
残
額
が
当
年
産
の
拠
出
金
額
の

２
倍
以
上
あ
る
場
合
、
当
年
産
の

拠
出
を
休
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

拠
出
金
は
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。

加
入
手
続
方
法

　

４
月
１
日
か
ら
の
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
の
加
入
申
請
の
際

に
、
対
象
品
目
の
生
産
予
定
面
積

を
申
告
す
る
だ
け
で
加
入
で
き
ま

す
。
手
続
き
終
了
後
、
農
政
事
務

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
18
年
分
所
得
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
付
期
限

　

３
月
15
日
㈭

消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
確
定
申
告
書
の
提
出
・

納
付
期
限

　

４
月
２
日
㈪

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、

申
告
書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま

す
。
自
動
計
算
機
能
で
記
載
漏
れ

や
計
算
誤
り
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
郵
送
で
税
務
署
に
提
出
す

れ
ば
、
税
務
署
に
行
く
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
金
融

機
関
に
お
届
け
の
印
鑑
を
押
印
の

上
、
税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

振
替
納
付
日

申
告
所
得
税　
　

４
月
20
日
㈮

消
費
税　
　
　
　

４
月
26
日
㈭

川
島
税
務
署　
　
☎
㉕
２
２
１
１

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.nta.go.jp/

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

貸
付
・
重
度
後
遺
障
害

者
介
護
料
支
給

●
交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
貸
付

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金

が
無
利
子
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

対
象
者　

自
動
車
事
故
が
原
因
で

死
亡
し
た
方
、
ま
た
は
重
度
の
後

遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
さ
ん

で
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

貸
付
金
額

一
時
金　
　
　

15
万
５
０
０
０
円

毎
月　
　
　
　

２
万
円

入
学
支
度
金　

４
万
４
０
０
０
円

返
済
期
間　

中
学
校
卒
業
後
20
年

以
内
（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す

る
場
合
は
、
卒
業
ま
で
猶
予
）

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支
給

対
象
者　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
・
脊せ

き
ず
い髄

ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を

損
傷
し
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ

た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護

が
必
要
な
状
態
に
あ
る
方

支
給
金
額

①
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方
の

う
ち
、「
重
度
後
遺
障
害
診
断
書
」

で
症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方

月
額
６
万
８
４
４
０
円
〜
13
万
６

８
８
０
円

②
①
以
外
で
常
時
介
護
の
必
要
な

担
い
手
を
対
象
に
し
た

新
し
い
経
営
安
定
対
策

―

米
・
大
豆
を
生
産
し
て
い
る
農

家
の
皆
さ
ん
へ―

納
税
は
安
全
・
確
実
・
便
利

な
口
座
振
替
で
！

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

カ
シ　
　
　
　
　
　
　

ブ
ナ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
カ
シ

は
、
枝
は
太
く
無
毛
で
、
葉
の
先

端
に
は
ノ
コ
ギ
リ
の
歯
の
よ
う
な

ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
り
ま
す
。
春
に
花

が
咲
き
、
そ
の
年
の
秋
に
は
ど
ん

ぐ
り
が
実
り
ま
す
。

『
級し

な
　
て照

る
…
橿か

し

の
実
の　

独ひ
と

り
か

寝ね

ら
む
…
家
の
知
ら
な
く
』（
高

橋
虫
麿
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

方月
額
５
万
８
５
７
０
円
〜
10
万
８

０
０
０
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方

月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４

０
０
０
円

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構　

徳
島
支
店

☎
０
８
８
（
６
３
１
）
７
７
９
９

　

ま
た
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
・
納
税

等
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所
で
算
定
し
た
額
を
通
知
し
ま

す
。
７
月
31
日
ま
で
に
指
定
さ
れ

た
口
座
に
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

徳
島
農
政
事
務
所　

地
域
第
二
課

　
　
　
　
　
　

☎
㉕
３
１
３
１

市
農
業
振
興
課　
☎
㉒
２
２
２
８

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
へ



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

カ
チ
ッ
と
し
た
ら　

出
発
だ

　

上
野
莉
里
花
（
知
恵
島
幼
稚
園
）

平
成
19
年
度
「
吉
野
川
市
臨

時
職
員
」
の
登
録
者
募
集

15 2007年（平成19年）2月14日

広報よしのがわ

募
集 

　

平
成
19
年
度
臨
時
職
員
採
用
予

定
者
名
簿
に
登
録
希
望
の
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応

じ
、
登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的
に

採
用
し
ま
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】

事
務
補
助
員
・
介
護
職
員
・
調
理

員
・
労
務
作
業
員
等

【
教
諭
・
保
育
士
等
】

幼
稚
園
教
諭
免
許
、
保
育
士
資
格

等
、
資
格
を
有
す
る
方

日
額
賃
金

●
一
般
事
務
職
等　

６
０
０
０
円

●
教
諭
、保
育
士
等
（
資
格
必
要
）

　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
０
０
円

●
給
食
セ
ン
タ
ー
作
業
員（
調
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
０
０
円

●
道
路
作
業
員　
　

７
６
０
０
円

●
清
掃
作
業
員　
　

８
６
０
０
円

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
総
務
課
（
市
役

所
３
階
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
教
諭
・
保
育
士
等
に
つ
い
て
は
、

資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

筋
力
ア
ッ
プ
教
室「
パ
ワ
ー
・

デ
イ
」
参
加
者
募
集
！

　

地
域
支
援
事
業
介
護
予
防
一
般

高
齢
者
施
策
の
一
環
と
し
て
、
４

月
か
ら
実
施
す
る
水
中
運
動
（
Ａ

コ
ー
ス
）
や
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
を
メ
ニ
ュ
ー

と
し
た
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
水
中
運
動
で

は
体
重
負
荷
の
軽
負
荷
で
運
動
で

き
、
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

は
、
体
力
向
上
、
関
節
可
動
運
動

な
ど
、
免
疫
力
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
の
で
、
介
護
予
防
の
た
め
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
で
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
（
介
護
給
付
、新
予
防
給
付
、

特
定
高
齢
者
施
策
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
）
を
利
用
し
て
い
な
い
方

利
用
期
間　

４
月
初
旬
〜
６
月
末

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
お
よ
び
予
定
戸
数

西
麻
植
第
３
団
地
（
鴨
島
町
）
１

戸
、東
須
賀
第
２
団
地
（
川
島
町
）

２
戸

家
賃　

収
入
に
応
じ
て
決
定

申
込
期
間　

２
月
28
日
㈬
ま
で

申
し
込
み
で
き
る
方

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
者

募
集

内
容

Ａ
コ
ー
ス
…
表
計
算
入
門
（
エ
ク

セ
ル
の
基
本
的
な
機
能
を
紹
介
） 

Ｂ
コ
ー
ス
…
ワ
ー
プ
ロ
入
門

（
ワ
ー
ド
の
基
本
的
な
機
能
を
紹

介
）

申
込
期
間　

２
月
20
日
㈫
〜
３
月

２
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土･

日
を
除
く
）

申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
に
、
受
講
希
望
の
講
座
番
号

を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
に
決
定
し
ま
す
。
受
講

者
の
少
な
い
講
座
は
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

市
生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　

☎
42
４
１
１
５

申
込
期
間　

２
月
28
日
㈬
ま
で

採
用
方
法　

書
類
選
考
等

採
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成

19
年
９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。

な
お
、
継
続
し
て
６
カ
月
を
超
え

な
い
期
間
で
雇
用
し
ま
す
。

市
総
務
課　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

６
‐
２
）

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

定
員　

水
中
運
動
（
Ａ
コ
ー
ス
）

10
グ
ル
ー
プ
各
20
人
／
マ
シ
ー
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
４

グ
ル
ー
プ
各
６
人

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
等
は
地
域
福
祉
課
（
川

島
庁
舎
１
階
）、支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

３
月
16
日
㈮

市
地
域
福
祉
課　

地
域
支
援
係

☎
㉕
６
６
２
７

問
い
合
わ
せ

②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当
す

る③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
い
る

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

申
込
方
法

　

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２

階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

添
付
書
類
を
添
え
て
都
市
計
画
住

宅
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
添
付
書
類

●
所
得
・
課
税
証
明
書
（
家
族
で

収
入
の
あ
る
方
全
員
分
必
要
）

●
完
納
（
納
税
）
証
明
書

※
こ
れ
以
外
に
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
都
市
計
画
住
宅
課　

住
宅
係

☎
㉒
２
２
２
５

※
ど
の
コ
ー
ス
も
１
回（
３
時
間
）

で
完
結
で
す
。

対
象
者

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
…
市
内
在
住
で

キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
文
字
入
力
の

で
き
る
方

場
所　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室

定
員　

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
各
10
人

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

講習日

※コースの前の丸数字が講座番号

実施日

時間
3月9日
㈮

3月10日
㈯

3月11日
㈰

午前9時
～正午

①ワープ
ロ入門

④ワープ
ロ入門

⑦表計算
入門

午後1時
30分～
4時30分

②ワープ
ロ入門

⑤表計算
入門

⑧表計算
入門

午後6時
～9時

③ワープ
ロ入門

⑥表計算
入門

⑨表計算
入門



　子どもの発達は、「感覚－運動」経験を土台にしながら、聞く、見る、考えるといった認知能力を発
達させていきます。親子で身体を使って遊ぶような「感覚－運動」経験からはじめ、気持ちを通わせる
楽しいゲーム、そして教科学習へと、広い意味での学習能力を培っていってください。

　一般的に物事は、「聞く」、「見る」という二つの感覚からとらえられています。そし

て、その感覚を用いて「順序だてた処理（継次処理）」、「全体をとらえた処理（同時処

理）」という二つの情報処理を行っています。継次処理が強く同時処理が弱い、また

はその逆といったアンバランスがあると、子どもは学習につまずくことがあります。

例：数系列から時間を把握する

継次処理

順序だてた処理

例：針の位置関係から時間を把握する

同時処理

全体をとらえた処理

　家庭学習を進めるときは、子どもにわかりやすい教え方をすることが大切になります。

・部分からとらえて、全体を把握する
・順序だてて理解する
・ことばの手がかりを重視する

●継次処理が強い子の学習方法●

・全体をとらえてから、部分を把握する
・関連性から理解する
・視覚的な手がかりを重視する

●同時処理が強い子の学習方法●

〈継次処理が強い子の学習方法〉

継次処理と同時処理って？

ひらがな学習の例

子どもの得意な処理様式をいかした指導方法を考えてみましょう！

あ
い
う
え
お

か
き
く
け
こ

さ
し
す
せ
そ

た
ち
つ
て
と

な
に
ぬ
ね
の

は
ひ
ふ
へ
ほ

ま
み
む
め
も

や
　
ゆ
　
よ

わ
　
を
　
ん

・五十音表から、一文字ずつ読ませる学習方法
・「さ」「か」「な」という連続音が「　　　」
　を意味することに気づかせる

〈同時処理が強い子の学習方法〉

・知っている絵から、文字を教える学習方法
・「　　　」は「さ」「か」「な」という３つ
　の音からできていることに気づかせる

読みはできるが、単語や文全体の意味がうまく把
握できないことがある

継次処理に強く同時処理に弱い子は

聞いて理解することが苦手で、読んだほうが理解
しやすいことがある

同時処理が強く継次処理が弱い子は

＊「のびのび大きくな～れ」講演会開催！＊
とき：3月22日（木）午前10時から　ところ：川島庁舎　演題：「子どもの発達と子育てについて」

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書

「
平
成
18
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
の
送
付
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

連
絡
先

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
よ
り
道
を　

し
な
い
で
あ
せ
ら
ず　

登
下
校

山
口　

智
子
（
川
島
小
学
校
六
年
）

パ
ン
工
房
「
ぱ
ん
ぱ
か
ぱ

ん
」
が
や
っ
て
き
ま
す

と
き　

２
月
23
日
㈮

　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

学
島
幼
稚
園

内
容　

川
島
町
内
在
住
の
０
歳
か

ら
６
歳
ま
で
の
未
就
園
児
を
対
象

に
、
幼
稚
園
児
と
の
交
流
を
行
い

ま
す
。
お
や
つ
代
の
１
０
０
円
で

パ
ン
を
買
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

参
加
費　

１
０
０
円
（
パ
ン
代
）

学
島
幼
稚
園　
　
☎
㉕
４
０
１
８

　

思
春
期
の

子
ど
も
の
心

を
理
解
し
、

よ
り
良
い
親
子
関
係
を
築
く
き
っ

か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

２
月
28
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

吉
野
川
保
健
所
別
館

講
演　
「
い
っ
し
ょ
に
悩
む
親
子

関
係
を
築
こ
う
」
〜
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
仕
切
り
直
し
で
き
る
〜

思
春
期
教
室
の
ご
案
内

　

現
在
の
日
本
の
財
政
状
況
や
今

後
の
課
題
、
財
務
局
の
業
務
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

と
き　

２
月
21
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
鴨

島　

１
階

徳
島
財
務
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
５
１
８
１

四
国
財
務
行
政
懇
話
会

（
一
日
財
務
局
）
開
催

162007年（平成19年）2月14日

広報よしのがわ

　

保
険
料
の
納
付
、
口
座
振
替

手
続
き
、
年
金
見
込
み
額
の
試
算

（
50
歳
以
上
の
方
）、
社
会
保
険
に

関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。（
年

金
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

と
き
・
と
こ
ろ

◆
３
月
26
日
㈪
・
27
日
㈫
／
午
後

２
時
〜
６
時
／
マ
ル
ナ
カ
脇
町
店

２
階
「
う
だ
つ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
前

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
平
成
18
年

10
月
３
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
は
じ
め
て
保
険
料
の
納
付

を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
２
月

上
旬
に
控
除
証
明
書
を
発
送
し
ま

す
。
所
得
申
告
の
際
に
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
11
月
に
お
送

り
し
ま
し
た
控
除
証
明
書
の
控
除

欄
に
あ
る
納
付
済
額
や
見
込
額
以

上
に
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
と
き

は
、「
控
除
証
明
書
」と
と
も
に「
追

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
２
０
０

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
納
付
相
談
所

国民年金
だより

法務総合相談―あなたのくらしをサポートします―（無料相談所）
登記・供託・戸籍・国籍・人権に関する相談全般／2月24日㈯　午前11時～午後4時／徳島地方法務局吉野川支
局／問い合わせ　徳島地方法務局総務課　☎ 088（622）4171

催
し 

子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
ミ
ニ
と
ま
と
く
ら
ぶ
」

講
師　

鳴
門
教
育
大
学　

粟
飯
原

良
造
さ
ん

対
象
者　

小
・
中
・
高
校
生
の
保

護
者
、
思
春
期
保
健
に
関
心
の
あ

る
方

参
加
費
用　

無
料

申
込
締
切　

２
月
23
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
保
健
所

☎
㉔
１
１
１
４  

℻
㉒
１
７
６
０

第
91
回
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト

と
き　

２
月
25
日
㈰
午
前
11
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
銀
座
通

り
ま
ち
か
ど
ひ
ろ
ば

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
コ
ン
サ
ー
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

o
jim
a/m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

相
談 

巡
回
職
業
相
談

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

２
月
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、

３
月
５
日
㈪
・
12
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

２
月
14
日
㈬
、３
月
14
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

加
で
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
保
険

料
の
領
収
証
書
」
を
申
告
書
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま

た
は
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

【
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０
（
０
０
）
９
９
１
１

（
平
成
19
年
３
月
16
日
ま
で
の
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

平
成
18
年
中
に
厚
生
年
金
、
国

民
年
金
等
の
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
け
と
ら
れ
た
方
に
、
支
払
わ

れ
た
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
『
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』
を
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
１
月

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
所
得
申

告
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
つ
い

て
は
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
の
発
行
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。



　子どもの発達は、「感覚－運動」経験を土台にしながら、聞く、見る、考えるといった認知能力を発
達させていきます。親子で身体を使って遊ぶような「感覚－運動」経験からはじめ、気持ちを通わせる
楽しいゲーム、そして教科学習へと、広い意味での学習能力を培っていってください。

　一般的に物事は、「聞く」、「見る」という二つの感覚からとらえられています。そし

て、その感覚を用いて「順序だてた処理（継次処理）」、「全体をとらえた処理（同時処

理）」という二つの情報処理を行っています。継次処理が強く同時処理が弱い、また

はその逆といったアンバランスがあると、子どもは学習につまずくことがあります。

例：数系列から時間を把握する

継次処理

順序だてた処理

例：針の位置関係から時間を把握する

同時処理

全体をとらえた処理

　家庭学習を進めるときは、子どもにわかりやすい教え方をすることが大切になります。

・部分からとらえて、全体を把握する
・順序だてて理解する
・ことばの手がかりを重視する

●継次処理が強い子の学習方法●

・全体をとらえてから、部分を把握する
・関連性から理解する
・視覚的な手がかりを重視する

●同時処理が強い子の学習方法●

〈継次処理が強い子の学習方法〉

継次処理と同時処理って？

ひらがな学習の例

子どもの得意な処理様式をいかした指導方法を考えてみましょう！

あ
い
う
え
お

か
き
く
け
こ

さ
し
す
せ
そ

た
ち
つ
て
と

な
に
ぬ
ね
の

は
ひ
ふ
へ
ほ

ま
み
む
め
も

や
　
ゆ
　
よ

わ
　
を
　
ん

・五十音表から、一文字ずつ読ませる学習方法
・「さ」「か」「な」という連続音が「　　　」
　を意味することに気づかせる

〈同時処理が強い子の学習方法〉

・知っている絵から、文字を教える学習方法
・「　　　」は「さ」「か」「な」という３つ
　の音からできていることに気づかせる

読みはできるが、単語や文全体の意味がうまく把
握できないことがある

継次処理に強く同時処理に弱い子は

聞いて理解することが苦手で、読んだほうが理解
しやすいことがある

同時処理が強く継次処理が弱い子は

＊「のびのび大きくな～れ」講演会開催！＊
とき：3月22日（木）午前10時から　ところ：川島庁舎　演題：「子どもの発達と子育てについて」

あ
お
し
ん
ご
う　

ち
か
ち
か
し
た
ら　

わ
た
ら
な
い

住
友　

美
香
（
牛
島
小
学
校
一
年
）

17 2007年（平成19年）2月14日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》



　対　象　者：40歳・50歳・60歳・70歳の方
　　　　　　　　●40歳（昭和42年4月1日～昭和43年3月31日の間に生まれた方）●50歳（昭和32年4月1日～昭和33年3月31日の間に生まれた方）
　　　　　　　　●60歳（昭和22年4月1日～昭和23年3月31日の間に生まれた方）●70歳（昭和12年4月1日～昭和13年3月31日の間に生まれた方）
　実施期間：4月11日（水）～6月30日（土）ただし、休診日を除く
　受診方法：対象者にお送りする受診券（白色）と健康手帳を持参の上、下記医療機関で受診してください。　
　料　　金：医療機関の窓口でお支払いください。（料金表は20ページ参照）

　対　象　者：40歳以上で平成19年度胸部レントゲン検診を受診されていない方
　　　　　　●40歳～64歳の方　肺がん検診　　●65歳以上の方　肺がん・結核検診
　　　　　　※結核予防法が改正され、平成17年度から結核検診の対象者が65歳以上となりました。
　　　　　　※職場健診等を受診できる方・入院中の方・施設入所中の方は対象となりません。
　実　施　日：8月27日（月）～10月5日（金）の間、市内各所をレントゲン車が巡回します。
　　　　　　詳しい実施場所などについては、7月号の「広報よしのがわ」でお知らせする予定です。

　③日帰りドック健診　（送迎付）
　対　象　者：40歳以上ですべての健診項目を受診できる方。ただし、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、乳がん
　　　　　　（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺検診は該当者だけです。
　募集人数：１日40人、乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺検診については１日20人まで

※乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺検診は2年に1度受診することができます。平成18年
度に受診された方は対象となりません。

　申込期間：3月8日（木）～3月22日（木）
　申込方法：健康推進課へ電話でお申し込みください。申込者に受診票・問診票・大腸がん検診容器等をお送りします。
　受診場所：4月⇒徳島県農村健康管理センター（阿波病院西隣）
　　　　　：5月⇒徳島検診クリニック（徳島市南田宮4丁目8－56）
　受診方法：受診券と健康手帳を持参の上、受診してください。
　料　　金：受診日にお支払いください。（料金表は20ページ参照）
　そ　の　他：両受診場所とも無料送迎バスを運行します。
◆日帰りドック健診は、すべての方が有料です。

鴨

島

町

川

島

町

山

川

町

石 田 歯 科 医 院

井 上 歯 科 医 院

うらやま歯科医院

岡 本 歯 科

鴨 島 歯 科

川 井 歯 科

工 藤 歯 科 医 院

近 藤 歯 科 医 院

さとう歯科医院

瀬 尾 歯 科 医 院

多 田 歯 科 医 院

飛 梅 歯 科 医 院

まつうら歯科ｸﾘﾆｯｸ

モ ロ タ ニ 歯 科

和田歯科クリニック

ごとう歯科医院

杉 山 歯 科 医 院

前 坂 歯 科 医 院

近 藤 歯 科 医 院

谷 本 歯 科 医 院

な か 歯 科 医 院

松本歯科クリニック

山 本 歯 科 医 院

　
日　　程

4 月18日（水）

4 月24日（火）

4 月26日（木）

5 月10日（木）

5 月23日（水）

5 月30日（水）

6 月 １日（金）

6 月20日（水）

7 月 6 日（金）

　 　
場 　 所 　 　

鴨 島 公 民 館

山 川 公 民 館

川島老人福祉センター

鴨 島 公 民 館

川 島 公 民 館

山 川 公 民 館

鴨 島 公 民 館

ふるさとセンター（美郷）

鴨 島 公 民 館

○ 子宮がん検診

○ 乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺
　検診

○ 骨粗しょう症検診

※乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲
状腺検診は、１日60人までの人数制限
があり、2年に１度受診することができ
ます。

基本健康診査・肝炎ウイルス検査・
前立腺がん検診・胃がん検診・大腸
がん検診・肺がん検診・結核検診・
子宮がん検診・乳がん（マンモグラ
フィ併用）検診・甲状腺検診

○ 基本健康診査

○ 肝炎ウイルス検査

○ 前立腺がん検診

○ 胃がん検診

○ 大腸がん検診

内　　　　　　容

午前　受付（9時～11時） 午後　受付（１時～2時）

※乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺検診は、平成18年度に受診された方は対象となりません。

　 日　　程

4月12日（木）

4月17日（火）

4月19日（木）

4月26日（木）

　対象地区　

鴨 島 地 区

川 島 地 区

山 川 地 区

美 郷 地 区

　 日　　程

5月 8 日（火）

5月 9 日（水）

5月15日（火）

5月16日（水）

　対象地区　

鴨 島 地 区

川 島 地 区

山 川 地 区

鴨 島 地 区

徳島県農村健康管理センター 徳島検診クリニック 内　　容

●申し込み・問い合わせ　市健康推進課（川島庁舎１階）　 ○25 6615

　基本健康診査は、生活習慣病の予防や早期発見・早期治療を進めていくための循環器健診です。
　生活習慣を見直し、健康管理にお役立てください。
　①医療機関個別健診②集団健診③日帰りドック健診のうちいずれか1年間に1度だけ受診することができます。
　平成19年度については、40歳以上で、平成18年度受診された方および平成19年度中に40歳になる方に受診
券（桃色）をお送りします。受診券が届いていない方で受診を希望される方は、健康推進課までご連絡ください。
ただし、職場健診等を受診できる方、入院中の方、施設入所中の方は対象となりません。
　なお、65歳以上の方には、生活機能評価判定が昨年度同様実施されます。

　②集　団　健　診
　対　象　者：40歳以上　（昭和43年3月31日以前生まれの方）
　申込期間：3月22日（木）～4月4日（水）
　　　　　　※ただし、各日程の2週間前までなら申し込みできます。
　申込方法：健康推進課へ電話でお申し込みください。
　受診方法：受診券と健康手帳を持参の上、受診してください。
　料　　金：受診日にお支払いください。（料金表は20ページ参照）

　①医療機関個別健診　（基本健康診査・肝炎ウイルス検査・子宮がん検診）
　対　象　者：●基本健康診査　40歳以上（昭和43年3月31日以前生まれの方）
　　　　　　●肝炎ウイルス検査　基本健康診査の受診者で平成19年度中に40歳になる方、および平成14年度
　　　　　　　から18年度までの5年間の肝炎ウイルス検診の対象者であって受診機会を逃した方

●子宮がん検診　20歳以上（昭和63年3月31日以前生まれの方）で、平成19年4月以降の集団健
診等の検診を受診されていない方

　実施期間：4月11日（水）～6月30日（土）ただし、休診日を除く
　受診方法：実施期間中に、受診券と健康手帳を持参の上、下記医療機関で受診してください。
　　　　　　なお、子宮がん検診を受診される方は、事前に健康推進課へお申し込みください。
　料　　金：医療機関の窓口でお支払いください。（料金表は20ページ参照）

　 　 医 療 機 関 名 　 　

麻 名 内 科 外 科 ク リ ニ ッ ク

阿 部 整 形 外 科

井 内 内 科

石 原 小 児 科

石 原 内 科 循 環 器 科

糸 田 川 ク リ ニ ッ ク

いぬい産科・婦人科クリニック

麻 植 協 同 病 院

大 内 整 形 外 科

大 久 保 診 療 所

梶 本 胃 腸 科 内 科

かなめ小児科内科クリニック

鴨 島 川 島 ク リ ニ ッ ク

鴨 島 病 院

木 村 内 科 胃 腸 科

杏 和 医 院

後 藤 田 外 科

国 立 病 院 機 構 徳 島 病 院

鈴　　木　　内　　科　（喜来）

鈴　　木　　内　　科　（敷地）

タ ナ カ 医 院

　 　 医 療 機 関 名 　 　

筒 井 ク リ ニ ッ ク

古 本 胃 腸 科

美 摩 病 院

森 住 内 科 医 院

リバーサイドクリニック岡田

渡 辺 医 院

岡 田 医 院

岸 整 形 外 科

四 宮 医 院

島 野 外 科 内 科

杉 山 医 院

矢 田 医 院

工 藤 内 科 医 院

さ く ら 診 療 所

谷 医 院

富 本 医 院

中 西 内 科 ク リ ニ ッ ク

松 永 医 院

三木リハビリテーション病院

美 郷 診 療 所

基本健診

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

子宮がん

○
○

○

基本健診

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

子宮がん

○

実

施

医

療

機

関

一

覧

表

美
郷

鴨

島

町

鴨

島

町

川

島

町

山

川

町

健
康

のた
め健診を受けましょう

!!
《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
い
つ
も
同
じ
通
学
路　

天
気
・
工
事
・
心
の
あ
せ
り

い
つ
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
中
に　

事
故
の
危
険
が
ひ
そ
ん
で
る

石
川　
　

稜
（
学
島
小
学
校
六
年
）

182007年（平成19年）2月14日

広報よしのがわ



　対　象　者：40歳・50歳・60歳・70歳の方
　　　　　　　　●40歳（昭和42年4月1日～昭和43年3月31日の間に生まれた方）●50歳（昭和32年4月1日～昭和33年3月31日の間に生まれた方）
　　　　　　　　●60歳（昭和22年4月1日～昭和23年3月31日の間に生まれた方）●70歳（昭和12年4月1日～昭和13年3月31日の間に生まれた方）
　実施期間：4月11日（水）～6月30日（土）ただし、休診日を除く
　受診方法：対象者にお送りする受診券（白色）と健康手帳を持参の上、下記医療機関で受診してください。　
　料　　金：医療機関の窓口でお支払いください。（料金表は20ページ参照）

　対　象　者：40歳以上で平成19年度胸部レントゲン検診を受診されていない方
　　　　　　●40歳～64歳の方　肺がん検診　　●65歳以上の方　肺がん・結核検診
　　　　　　※結核予防法が改正され、平成17年度から結核検診の対象者が65歳以上となりました。
　　　　　　※職場健診等を受診できる方・入院中の方・施設入所中の方は対象となりません。
　実　施　日：8月27日（月）～10月5日（金）の間、市内各所をレントゲン車が巡回します。
　　　　　　詳しい実施場所などについては、7月号の「広報よしのがわ」でお知らせする予定です。

　③日帰りドック健診　（送迎付）
　対　象　者：40歳以上ですべての健診項目を受診できる方。ただし、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、乳がん
　　　　　　（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺検診は該当者だけです。
　募集人数：１日40人、乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺検診については１日20人まで

※乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺検診は2年に1度受診することができます。平成18年
度に受診された方は対象となりません。

　申込期間：3月8日（木）～3月22日（木）
　申込方法：健康推進課へ電話でお申し込みください。申込者に受診票・問診票・大腸がん検診容器等をお送りします。
　受診場所：4月⇒徳島県農村健康管理センター（阿波病院西隣）
　　　　　：5月⇒徳島検診クリニック（徳島市南田宮4丁目8－56）
　受診方法：受診券と健康手帳を持参の上、受診してください。
　料　　金：受診日にお支払いください。（料金表は20ページ参照）
　そ　の　他：両受診場所とも無料送迎バスを運行します。
◆日帰りドック健診は、すべての方が有料です。
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石 田 歯 科 医 院

井 上 歯 科 医 院

うらやま歯科医院

岡 本 歯 科

鴨 島 歯 科

川 井 歯 科

工 藤 歯 科 医 院

近 藤 歯 科 医 院

さとう歯科医院

瀬 尾 歯 科 医 院

多 田 歯 科 医 院

飛 梅 歯 科 医 院

まつうら歯科ｸﾘﾆｯｸ

モ ロ タ ニ 歯 科

和田歯科クリニック

ごとう歯科医院

杉 山 歯 科 医 院

前 坂 歯 科 医 院

近 藤 歯 科 医 院

谷 本 歯 科 医 院

な か 歯 科 医 院

松本歯科クリニック

山 本 歯 科 医 院

　
日　　程

4 月18日（水）

4 月24日（火）

4 月26日（木）

5 月10日（木）

5 月23日（水）

5 月30日（水）

6 月 １日（金）

6 月20日（水）

7 月 6 日（金）

　 　
場 　 所 　 　

鴨 島 公 民 館

山 川 公 民 館

川島老人福祉センター

鴨 島 公 民 館

川 島 公 民 館

山 川 公 民 館

鴨 島 公 民 館

ふるさとセンター（美郷）

鴨 島 公 民 館

○ 子宮がん検診

○ 乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺
　検診

○ 骨粗しょう症検診

※乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲
状腺検診は、１日60人までの人数制限
があり、2年に１度受診することができ
ます。

基本健康診査・肝炎ウイルス検査・
前立腺がん検診・胃がん検診・大腸
がん検診・肺がん検診・結核検診・
子宮がん検診・乳がん（マンモグラ
フィ併用）検診・甲状腺検診

○ 基本健康診査

○ 肝炎ウイルス検査

○ 前立腺がん検診

○ 胃がん検診

○ 大腸がん検診

内　　　　　　容

午前　受付（9時～11時） 午後　受付（１時～2時）

※乳がん（マンモグラフィ併用）検診・甲状腺検診は、平成18年度に受診された方は対象となりません。

　 日　　程

4月12日（木）

4月17日（火）

4月19日（木）

4月26日（木）

　対象地区　

鴨 島 地 区

川 島 地 区

山 川 地 区

美 郷 地 区

　 日　　程

5月 8 日（火）

5月 9 日（水）

5月15日（火）

5月16日（水）

　対象地区　

鴨 島 地 区

川 島 地 区

山 川 地 区

鴨 島 地 区

徳島県農村健康管理センター 徳島検診クリニック 内　　容

●申し込み・問い合わせ　市健康推進課（川島庁舎１階）　 ○25 6615

　基本健康診査は、生活習慣病の予防や早期発見・早期治療を進めていくための循環器健診です。
　生活習慣を見直し、健康管理にお役立てください。
　①医療機関個別健診②集団健診③日帰りドック健診のうちいずれか1年間に1度だけ受診することができます。
　平成19年度については、40歳以上で、平成18年度受診された方および平成19年度中に40歳になる方に受診
券（桃色）をお送りします。受診券が届いていない方で受診を希望される方は、健康推進課までご連絡ください。
ただし、職場健診等を受診できる方、入院中の方、施設入所中の方は対象となりません。
　なお、65歳以上の方には、生活機能評価判定が昨年度同様実施されます。

　②集　団　健　診
　対　象　者：40歳以上　（昭和43年3月31日以前生まれの方）
　申込期間：3月22日（木）～4月4日（水）
　　　　　　※ただし、各日程の2週間前までなら申し込みできます。
　申込方法：健康推進課へ電話でお申し込みください。
　受診方法：受診券と健康手帳を持参の上、受診してください。
　料　　金：受診日にお支払いください。（料金表は20ページ参照）

　①医療機関個別健診　（基本健康診査・肝炎ウイルス検査・子宮がん検診）
　対　象　者：●基本健康診査　40歳以上（昭和43年3月31日以前生まれの方）
　　　　　　●肝炎ウイルス検査　基本健康診査の受診者で平成19年度中に40歳になる方、および平成14年度
　　　　　　　から18年度までの5年間の肝炎ウイルス検診の対象者であって受診機会を逃した方

●子宮がん検診　20歳以上（昭和63年3月31日以前生まれの方）で、平成19年4月以降の集団健
診等の検診を受診されていない方

　実施期間：4月11日（水）～6月30日（土）ただし、休診日を除く
　受診方法：実施期間中に、受診券と健康手帳を持参の上、下記医療機関で受診してください。
　　　　　　なお、子宮がん検診を受診される方は、事前に健康推進課へお申し込みください。
　料　　金：医療機関の窓口でお支払いください。（料金表は20ページ参照）

　 　 医 療 機 関 名 　 　

麻 名 内 科 外 科 ク リ ニ ッ ク

阿 部 整 形 外 科

井 内 内 科

石 原 小 児 科

石 原 内 科 循 環 器 科

糸 田 川 ク リ ニ ッ ク

いぬい産科・婦人科クリニック

麻 植 協 同 病 院

大 内 整 形 外 科

大 久 保 診 療 所

梶 本 胃 腸 科 内 科

かなめ小児科内科クリニック

鴨 島 川 島 ク リ ニ ッ ク

鴨 島 病 院

木 村 内 科 胃 腸 科

杏 和 医 院

後 藤 田 外 科

国 立 病 院 機 構 徳 島 病 院

鈴　　木　　内　　科　（喜来）

鈴　　木　　内　　科　（敷地）

タ ナ カ 医 院

　 　 医 療 機 関 名 　 　

筒 井 ク リ ニ ッ ク

古 本 胃 腸 科

美 摩 病 院

森 住 内 科 医 院

リバーサイドクリニック岡田

渡 辺 医 院

岡 田 医 院

岸 整 形 外 科

四 宮 医 院

島 野 外 科 内 科

杉 山 医 院

矢 田 医 院

工 藤 内 科 医 院

さ く ら 診 療 所

谷 医 院

富 本 医 院

中 西 内 科 ク リ ニ ッ ク

松 永 医 院

三木リハビリテーション病院

美 郷 診 療 所

基本健診

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

子宮がん

○
○

○

基本健診

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

子宮がん

○

実

施

医

療

機

関

一

覧

表

美
郷

鴨

島

町

鴨

島

町

川

島

町

山

川

町

健
康

のた
め健診を受けましょう

!!

あ
せ
ら
な
い　

車
も
人
も　

じ
て
ん
し
ゃ
も

村
田　
　

圭
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瀬
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学
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年
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2・3月の健康相談・健康（運動）・栄養教室
時　　間

　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
10：00～11：00
13：30～14：30
10：00～11：00
13：30～14：30
　9：00～11：00
　9：30～13：30
10：00～11：00
　9：00～10：00
10：00～11：00
　9：30～10：30
13：30～14：30
13：30～14：30
13：30～14：30
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30

日
14

15

16

19

20

21

23

26

27

28

曜日
水

木

金

月

火

水

金

月

火

水

場　　　所
川島公民館近久分館
こだま会館
中部農業構造改善センター
森山地区公民館
西麻植会館
中枝老人憩の家
川島公民館吉本分館
立石公会堂
忌部農業構造改善センター
西川田福祉センター
敷地老人憩の家
中古井集落センター
川島公民館朝日ヶ丘分館
鍛冶屋敷公会堂
上谷集落センター
東山老人憩の家
上浦地区公民館
知恵島老人憩の家
城戸下浦高開集落センター
川島公民館山田分館
山川公民館
川島公民館敷地分館

地区
川 島
川 島
山 川
鴨 島
鴨 島
美 郷
川 島
川 島
山 川
山 川
鴨 島
美 郷
川 島
川 島
美 郷
美 郷
鴨 島
鴨 島
美 郷
川 島
山 川
川 島

内　　容　
口腔（こうくう）ケア
運 動 教 室

体脂肪率測定
運 動 教 室

口 腔 ケ ア
健 康 相 談
栄 養 教 室
栄 養 教 室

口 腔 ケ ア
運 動 教 室
健 康 相 談
口 腔 ケ ア

口 腔 ケ ア
口 腔 ケ ア

運 動 教 室
健 康 相 談

担　当　課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健
　
康
　
相
　
談

2
　
　
　
 
　
　
月

時　　間
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：00～10：00
　9：30～10：30
　9：00～10：00
　9：30～10：30
　9：30～10：30
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：30～12：00
13：30～14：30
　9：00～10：00
10：00～11：00
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：30～10：30
10：00～11：00
13：30～14：30

日

1

2

5

6

7
8

9

12

13

14

15

16

曜日

木

金

月

火

水
木

金

月

火

水

木

金

場　　　所
川島公民館久保田分館
鴨島南部老人憩の家
東児島老人憩の家（※1）
三ツ島西公会堂
川島公民館二ツ森分館
山瀬地区公民館（※2）
川島公民館神後分館
川島公民館
川島公民館近久分館
中部農業構造改善センター
川島公民館岡山分館
喜来老人憩の家
森藤集会所
立石公会堂
川島公民館学西分館
多津美公会堂
牛島集会所
中古井集落センター
こだま会館
森山地区公民館
東部集落センター
西麻植会館
中枝老人憩の家

地区
川 島
鴨 島
川 島
川 島
川 島
山 川
川 島
川 島
川 島
山 川
川 島
鴨 島
鴨 島
川 島
川 島
鴨 島
鴨 島
美 郷
川 島
鴨 島
美 郷
鴨 島
美 郷

内　　容　
口 腔 ケ ア

口 腔 ケ ア

健 康 相 談
栄 養 教 室
口 腔 ケ ア
運 動 教 室
運 動 教 室

栄 養 教 室

栄 養 教 室
口 腔 ケ ア  
口 腔 ケ ア

口 腔 ケ ア

口 腔 ケ ア
運 動 教 室
栄 養 教 室

担　当　課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

健
　
康
　
相
　
談

3
　
　
　
 
　
　
月

●問い合わせ
　市地域福祉課　　○25 6627

●問い合わせ
　市健康推進課　　○25 6615

（※1）旧称「川島公民館東児島分館」です。お間違えのないようにお願いします。
（※2）3月6日（火）の栄養教室（山瀬地区公民館）参加ご希望の方は、2月28日（水）までに
　　　　市健康推進課　　　25　6615へお申し込みください。（定員20人）

※検診料金は、厚生労働省の費用徴収基準額の決定に伴い、変更する場合があります。

●申し込み・問い合わせ　市健康推進課（川島庁舎１階）　 ○25 6615

●70歳以上（昭和13年3月31日以前生まれの方）
●市民税非課税世帯の方
（注意）無料該当者の方も受診券が必要です。日帰りドック健診はすべての方が有料です。

★市が実施する各種健診は、１年間に１度だけ受診することができます。
★40歳未満で受診希望の方は、基本健康診査・胃がん検診・大腸がん検診については集団健診で受
　診できますので、申込期間内に健康推進課へ電話でお申し込みください。
★以下の方は、市が実施する健診は受診できません。
　○職場健診等を受診できる方　○入院中の方　○施設入所中の方

無料該当者（日帰りドック健診を除く）

検　診　名 集団健診
日帰り
ドック
健　診

医療機関
個別健診

内　　　容

対　象　者
平成19年度（平成19年4
月1日～平成20年3月31
日）に当該年齢に達する方

40歳の方（過去に肝炎
ウイルス検査を受けたこ
とのある方は除く）

50歳以上で喫煙指数が
６００以上の方、最近6カ
月以内に血痰があった方

40歳・50歳・60歳・
70歳の方

基本健康診査

　肝炎ウイルス検査

　前立腺がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

子宮がん検診

乳がん（マンモグラ
フィ併用）検診
甲状腺検診

成人歯科検診

肺がん検診

　喀痰検査

骨粗しょう症検診

問診・身体測定・理学的検査・
血圧測定・尿検査・血液検査（脂
質検査・肝機能検査・腎機能検
査・糖尿病検査・※貧血検査）・診
察・※心電図検査・※眼底検査
※は医師の判断に基づく選択的
項目
★65歳以上の方については医
師の判断により生活機能評価判
定（反復唾液嚥下テスト・血清
アルブミン検査等）を実施する
場合があります。

血液検査（基本健康診査受診者）

血液検査（PSA）
（基本健康診査受診者）

左第2中手骨（手の甲）のレン
トゲン撮影

乳がん検診は視触診とレントゲ
ン撮影を併用、甲状腺検診は視
触診

胃部造影間接撮影
40歳以上の方

50歳以上の男性

40歳以上の方1,300円

700円 700円

500円

900円

500円

600円

500円

600円

無料 無料

500円 500円

500円

500円

500円

700円

1,300円

1,300円 1,300円

2,000円

1,300円

1,000円

40歳以上の方

20歳以上の女性

40歳以上の女性
（2年に1回）

40歳以上の方

40歳以上70歳までの方

胃部造影直接撮影

便潜血反応検査（2日法）

細胞検査（頸部）、（体部）

問診・胸部エックス線撮影

喀痰細胞診検査

問診・歯周組織検査

かくたん

だ えきえん げ

けい ぶ
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2・3月の健康相談・健康（運動）・栄養教室
時　　間

　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
10：00～11：00
13：30～14：30
10：00～11：00
13：30～14：30
　9：00～11：00
　9：30～13：30
10：00～11：00
　9：00～10：00
10：00～11：00
　9：30～10：30
13：30～14：30
13：30～14：30
13：30～14：30
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30

日
14

15

16

19

20

21

23

26

27

28

曜日
水

木

金

月

火

水

金

月

火

水

場　　　所
川島公民館近久分館
こだま会館
中部農業構造改善センター
森山地区公民館
西麻植会館
中枝老人憩の家
川島公民館吉本分館
立石公会堂
忌部農業構造改善センター
西川田福祉センター
敷地老人憩の家
中古井集落センター
川島公民館朝日ヶ丘分館
鍛冶屋敷公会堂
上谷集落センター
東山老人憩の家
上浦地区公民館
知恵島老人憩の家
城戸下浦高開集落センター
川島公民館山田分館
山川公民館
川島公民館敷地分館

地区
川 島
川 島
山 川
鴨 島
鴨 島
美 郷
川 島
川 島
山 川
山 川
鴨 島
美 郷
川 島
川 島
美 郷
美 郷
鴨 島
鴨 島
美 郷
川 島
山 川
川 島

内　　容　
口腔（こうくう）ケア
運 動 教 室

体脂肪率測定
運 動 教 室

口 腔 ケ ア
健 康 相 談
栄 養 教 室
栄 養 教 室

口 腔 ケ ア
運 動 教 室
健 康 相 談
口 腔 ケ ア

口 腔 ケ ア
口 腔 ケ ア

運 動 教 室
健 康 相 談

担　当　課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健
　
康
　
相
　
談

2
　
　
　
 
　
　
月

時　　間
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：00～10：00
　9：30～10：30
　9：00～10：00
　9：30～10：30
　9：30～10：30
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：30～12：00
13：30～14：30
　9：00～10：00
10：00～11：00
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：30～10：30
10：00～11：00
13：30～14：30

日

1

2

5

6

7
8

9

12

13

14

15

16

曜日

木

金

月

火

水
木

金

月

火

水

木

金

場　　　所
川島公民館久保田分館
鴨島南部老人憩の家
東児島老人憩の家（※1）
三ツ島西公会堂
川島公民館二ツ森分館
山瀬地区公民館（※2）
川島公民館神後分館
川島公民館
川島公民館近久分館
中部農業構造改善センター
川島公民館岡山分館
喜来老人憩の家
森藤集会所
立石公会堂
川島公民館学西分館
多津美公会堂
牛島集会所
中古井集落センター
こだま会館
森山地区公民館
東部集落センター
西麻植会館
中枝老人憩の家

地区
川 島
鴨 島
川 島
川 島
川 島
山 川
川 島
川 島
川 島
山 川
川 島
鴨 島
鴨 島
川 島
川 島
鴨 島
鴨 島
美 郷
川 島
鴨 島
美 郷
鴨 島
美 郷

内　　容　
口 腔 ケ ア

口 腔 ケ ア

健 康 相 談
栄 養 教 室
口 腔 ケ ア
運 動 教 室
運 動 教 室

栄 養 教 室

栄 養 教 室
口 腔 ケ ア  
口 腔 ケ ア

口 腔 ケ ア

口 腔 ケ ア
運 動 教 室
栄 養 教 室

担　当　課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

健
　
康
　
相
　
談

3
　
　
　
 
　
　
月

●問い合わせ
　市地域福祉課　　○25 6627

●問い合わせ
　市健康推進課　　○25 6615

（※1）旧称「川島公民館東児島分館」です。お間違えのないようにお願いします。
（※2）3月6日（火）の栄養教室（山瀬地区公民館）参加ご希望の方は、2月28日（水）までに
　　　　市健康推進課　　　25　6615へお申し込みください。（定員20人）

※検診料金は、厚生労働省の費用徴収基準額の決定に伴い、変更する場合があります。

●申し込み・問い合わせ　市健康推進課（川島庁舎１階）　 ○25 6615

●70歳以上（昭和13年3月31日以前生まれの方）
●市民税非課税世帯の方
（注意）無料該当者の方も受診券が必要です。日帰りドック健診はすべての方が有料です。

★市が実施する各種健診は、１年間に１度だけ受診することができます。
★40歳未満で受診希望の方は、基本健康診査・胃がん検診・大腸がん検診については集団健診で受
　診できますので、申込期間内に健康推進課へ電話でお申し込みください。
★以下の方は、市が実施する健診は受診できません。
　○職場健診等を受診できる方　○入院中の方　○施設入所中の方

無料該当者（日帰りドック健診を除く）

検　診　名 集団健診
日帰り
ドック
健　診

医療機関
個別健診

内　　　容

対　象　者
平成19年度（平成19年4
月1日～平成20年3月31
日）に当該年齢に達する方

40歳の方（過去に肝炎
ウイルス検査を受けたこ
とのある方は除く）

50歳以上で喫煙指数が
６００以上の方、最近6カ
月以内に血痰があった方

40歳・50歳・60歳・
70歳の方

基本健康診査

　肝炎ウイルス検査

　前立腺がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

子宮がん検診

乳がん（マンモグラ
フィ併用）検診
甲状腺検診

成人歯科検診

肺がん検診

　喀痰検査

骨粗しょう症検診

問診・身体測定・理学的検査・
血圧測定・尿検査・血液検査（脂
質検査・肝機能検査・腎機能検
査・糖尿病検査・※貧血検査）・診
察・※心電図検査・※眼底検査
※は医師の判断に基づく選択的
項目
★65歳以上の方については医
師の判断により生活機能評価判
定（反復唾液嚥下テスト・血清
アルブミン検査等）を実施する
場合があります。

血液検査（基本健康診査受診者）

血液検査（PSA）
（基本健康診査受診者）

左第2中手骨（手の甲）のレン
トゲン撮影

乳がん検診は視触診とレントゲ
ン撮影を併用、甲状腺検診は視
触診

胃部造影間接撮影
40歳以上の方

50歳以上の男性

40歳以上の方1,300円

700円 700円

500円

900円

500円

600円

500円

600円

無料 無料

500円 500円

500円

500円

500円

700円

1,300円

1,300円 1,300円

2,000円

1,300円

1,000円

40歳以上の方

20歳以上の女性

40歳以上の女性
（2年に1回）

40歳以上の方

40歳以上70歳までの方

胃部造影直接撮影

便潜血反応検査（2日法）

細胞検査（頸部）、（体部）

問診・胸部エックス線撮影

喀痰細胞診検査

問診・歯周組織検査

かくたん

だ えきえん げ

けい ぶ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車　

左
右
か
く
に
ん　

し
な
き
ゃ
だ
め

山
橋　

由
佳（
川
田
中
小
学
校
三
年
）



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
か
け
ご
え　

か
く
に
ん　

ワ
ン　

ツ
ー　

ス
リ
ー　

ゴ
ー

　

中
川　

紗
花
（
川
田
西
幼
稚
園
）
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）　

☎
㉔
５
１
１
１

　

山
川
図
書
館　
　

☎
42
５
２
２
２

　

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
43
２
８
１
１

　

川
島
図
書
館　
　

☎
㉕
３
１
４
１

―

み
ん
な
の
本
を
大
切
に―

　

図
書
館
・
室
の
本
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
大
事
な
財
産
で
す
。

破
っ
た
り
書
き
込
み
を
し
た
り
せ

ず
、
大
切
に
読
ん
で
返
し
て
く
だ

さ
い
。

　

次
に
借
り
た
人
が
気
持
ち
よ
く

読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊
コ
ー

ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogaw
a.lg.jp/ilisw

ing/w
e/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日
／
２
月
16
日
㈮
・
23
日
㈮
、
３

月
２
日
㈮
・
９
日
㈮

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表紙の写真を見たくても、バーコードを
はがさないで

子どものクイズやパズルの本も、書き込
まないでください

図
書
だ
よ
り 

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
、
３
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
２
月
28
日
㈬
、３
月
30
日
㈮
）、

年
間
図
書
整
理
日
（
３
月
１
日
㈭

〜
10
日
㈯
）

◆
お
は
な
し
会

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
、
３
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本
室

／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝

居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
図
解
い
ち
ば
ん
簡
単
！　

確
定
申

告
』
ア
ク
タ
ス
税
理
士
法
人　

編

『
40
歳
か
ら
の
心
理
学
』

　
　
　
　
　
　
　

香
山
リ
カ　

著

『
華
の
棺
』　　

西
村
京
太
郎　

著

『
中
原
の
虹　

第
２
巻
』

　
　
　
　
　
　
　

浅
田
次
郎　

著

『
寂
聴
さ
ん
が
ゆ
く
』

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴　

著

『
最
後
の
一
球
』　

島
田
荘
司　

著

『
月
光
』　　
　
　

誉
田
哲
也　

著

『
魔
性
』　　
　
　

渡
辺
容
子　

著

『
不
正
侵
入
』　　

笹
本
稜
平　

著

『
神
の
領
域
』　　

堂
場
瞬
一　

著

『
誘
拐
の
誤
差
』　

戸
梶
圭
太　

著

『
み
ぃ
つ
け
た
』　　

畠
中
恵　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
、
３
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
２
月
27
日
㈫
、３
月
30
日
㈮
）

◆
読
書
講
演
会
「
徳
島
の
女
流
作

家
」

３
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
／
図
書
館
２
階

講
師　

松
崎
慧
さ
ん

た
く
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
学
読
書
会

３
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３

３
月
10
日
㈯
は
お
休
み
で
す
。

◆
映
画
会

２
月
17
日
㈯
、
３
月
17
日
㈯
の
午

後
１
時
30
分
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
２
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

時
／
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
春
休
み
お
は
な
し
大
会

楽
し
い
ど
う
ぶ
つ
の
お
は
な
し
が

い
っ
ぱ
い
！

３
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分
／
図
書
館
２
階

指
導　

よ
っ
と
い
で
文
庫

室
し
ま
す
）

◆
２
、
３
月
の
休
室
日　

木
曜
日

『
荻
原
博
子
の
家
計
力
』

　
　
　
　
　
　
　

荻
原
博
子　

著

『
た
べ
ご
ろ
マ
ン
マ
！　

元
気
が

出
る
ご
ち
そ
う
大
事
典
』

　
　
　

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網　

編

『
イ
チ
バ
ン
親
切
な
パ
ン
の
教
科
書
』

　
　
　
　
　
　
　

坂
本
り
か　

著

『
洗
面
器
で
ヤ
ギ
ご
は
ん
』

　
　
　
　
　

石
田
ゆ
う
す
け　

著

『
リ
ヤ
カ
ー
マ
ン
』
永
瀬
忠
志　

著

『
達
人
に
訊
け
！
』

　
　
　
　
　

ビ
ー
ト
た
け
し　

著

『
十
津
川
警
部
捜
査
行
愛
と
絶
望
の

瀬
戸
内
海
流
』
西
村
京
太
郎　

著

『
心
霊
探
偵
八
雲
６
』
神
永
学　

著

『
特
別
法
第
０
０
１
条
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
』

　
　
　
　
　
　
　

山
田
悠
介　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
オ
ウ
エ
ン
と
ム
ゼ
イ
』

　
　

イ
ザ
ベ
ラ
・
ハ
ト
コ
フ　

著

『
小
学
生
の
Ｉ
Ｑ
パ
ズ
ル　

高
・

中
・
低
学
年
』　　

 

河
瀬
厚　

著

『
百
発
百
中
恋
う
ら
な
い
!!
』

　
　
　
　
　
　
　

藤
真
知
子　

著

『
は
た
ら
く
自
動
車
』   

学
研　

編

『
電
車
い
っ
ぱ
い
図
鑑
』

　
　
　
　
　

海
老
原
美
宜
男　

著



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
は　

点
検
し
て
か
ら　

乗
り
ま
し
ょ
う

伊
井　

遥
香
（
種
野
小
学
校
六
年
）
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大
好
き
な
友
達

　

市
立
川
島
中
学
校　

林　
　

美　

月

私
が
困
っ
て
い
る
と

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
る

私
が
つ
ら
そ
う
に
し
て
い
る
と

そ
っ
と
声
を
か
け
て
く
れ
る

私
が
喜
ぶ
と

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
る

私
の
友
達
は

い
つ
も
私
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る

そ
ん
な
友
達
は

ま
る
で
魔
法
使
い
み
た
い

私
も
み
ん
な
を
楽
し
く
さ
せ
て
し
ま
う

魔
法
使
い
に
な
り
た
い
な
ぁ

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
50
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseic

enter/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

青
少
年
育
成
補
導 

気
を
つ
け
よ
う
！

携
帯
電
話

我
が
家
の
ル
ー
ル

　

携
帯
電
話
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
、
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
吉
野
川
市

内
の
中
学
生
の
約
50
％
、
高
校
生

の
90
％
以
上
が
携
帯
電
話
を
所
有

し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
の
使
用

に
つ
い
て
、
親
子
で
「
我
が
家
の

ル
ー
ル
」
を
作
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

１　

ネ
ッ
ト
の
情
報
や
知
ら
な
い

相
手
を
す
ぐ
信
用
す
る
の
は
危
険

で
す
。

◆
寂
し
く
て
も
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
な
い
。
使
わ
な
い
。

◆
ネ
ッ
ト
上
の
相
手
は
ど
ん
な
人

か
わ
か
ら
な
い
。
ネ
ッ
ト
の
情
報

を
う
の
み
に
し
な
い
。

２　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ

う
。常
に
リ
ス
ク
を
意
識
し
よ
う
。

　

迷
惑
メ
ー
ル
や
チ
ェ
ー
ン
メ
ー

ル
は
削
除
す
る
。
携
帯
電
話
の
貸

し
借
り
は
、
友
達
で
も
し
な
い
。

３　

自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は

相
手
に
も
し
な
い
。
相
手
は
感
情

を
持
っ
た
人
間
で
す
。

　

人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
メ
ー
ル

や
書
き
込
み
を
し
な
い
。
謙
虚
で

正
し
い
言
葉
遣
い
を
す
る
こ
と
。

４　

個
人
情
報
は
一
度
入
力
し
た

ら
、
二
度
と
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
自
分
の
個
人
情

報
、
ま
し
て
や
家
族
や
友
人
の
個

人
情
報
を
教
え
な
い
。

５　

カ
メ
ラ
付
き
ケ
ー
タ
イ
は
著

作
権
や
肖
像
権
に
注
意
し
て
使
う
。

　

書
店
な
ど
で
雑
誌
や
商
品
な
ど

の
写
真
を
撮
っ
た
り
、
無
断
で
他

人
の
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
い
。

６　

公
共
の
場
で
の
携
帯
電
話
の

使
い
方
、マ
ナ
ー
に
気
を
つ
け
る
。

　

授
業
中
に
使
わ
な
い
。
列
車
や

バ
ス
の
中
で
は
使
わ
な
い
。
自
転

車
に
乗
り
な
が
ら
使
わ
な
い
。

受
講
期
間

４
月
８
日
㈰
〜
９
月
８
日
㈯

10
回
コ
ー
ス　
（　

）内
は
講
師

○
生
け
花
〔
池
坊
〕（
谷
本
幸
子
）

○
絵
手
紙　
　
　
　
（
岡
田
光
男
）

○
オ
カ
リ
ナ　
　
　
（
森
見
美
子
）

○
楽
し
い
写
真
講
座（
北
川
茂
之
）

○
短
歌　
　
　
　
　
（
延
原
健
二
）

○
短
歌
心
を
う
た
お
う

　
　
　
　
　
　
（
宮
久
保
美
恵
子
）

○
手
編
み
手
芸（
後
藤
田
八
重
子
）

○
デ
ザ
イ
ン
フ
ラ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
野
秀
子
）

○
ね
ん
ど
の
花
ク
レ
イ
ア
ー
ト

 

（
石
田
百
合
子
）

○
花
で
生
活
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
（
近
藤
佐
起
江
）

20
回
コ
ー
ス　
（　

）内
は
講
師

○
藍
染
め　
　
　
　
（
藤
井
和
栄
）

○
木
目
込
人
形　
　
（
小
林
鳳
美
）

○
着
物
着
付
け　
　
（
桑
田
律
子
）

○
茶
道
表
千
家　
　
　
（
麻
植
操
）

○
自
然
の
素
材
を
織
る

　
（
島
田
ひ
ろ
み
）

○
実
用
書
道　
　
　
（
寺
内
金
子
）

○
書
に
親
し
む　
　
（
武
市
鳴
雲
）

○
書
道
入
門　
　
　
（
熊
代
厚
子
）

○
水
墨
画　
　
　
　
（
久
米
芳
邦
）

○
太
極
拳　
　
　
　
　
　
（
黄
麗
）

○
大
正
琴　
　
　
　
（
山
本
源
淑
）

○
篆て

ん

刻　
　
　
　
　
（
横
田
素
林
）

○
陶
芸　
　
　
　
　
　
（
笠
井
享
）

○
長
唄
三
味
線
あ
す
か（春

名
完
二
）

○
日
本
舞
踊　
　
　
　
（
芝
幸
恵
）

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト

　
（
薩
摩
利
子
）

○
ビ
デ
オ
講
座　
（
牧
本
美
代
子
）

○
墨
彩
画　
　
　
（
土
方
貴
美
子
）

○
民
謡　
　
　
　
（
藤
本
秀
森
寿
）

○
民
謡
三
味
線　
（
藤
本
秀
森
幸
）

○
洋
画　
　
　
（
下
時
治
郎
秀
臣
）

受
付
期
間　

２
月
20
日
㈫
〜
３
月

25
日
㈰
（
定
員
に
満
た
な
い
講
座

は
引
き
続
き
受
け
付
け
）

受
付
場
所　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

10
回
コ
ー
ス
４
２
０
０

円
／
20
回
コ
ー
ス
８
４
０
０
円

（
受
講
料
の
ほ
か
に
別
途
材
料
費

等
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
細
は
講
座
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
市
内
各

文
化
施
設
、
公

民
館
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま

す
。

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
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平成19年１月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）

　計　　46,505人　 （＋   6）

　男　　22,125人　 （＋   2）

　女　　24,380人　 （＋   4）

世帯数　17,004世帯 （＋ 15）

※ 65歳以上人口

　　　計 12,708人　男 5,192人　女 7,516人

※
累
計
は
平
成
18
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

2 3・ 月

火　　災

11
月 2件

累
計 19件

救急出動

11
月110件

累
計1440件

休日･夜間在宅当番医表
●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの 2チャンネルでも放送してい
　ます。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。　 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 2月 3月

渡 辺 医 院 24－7177 14 26

美 摩 病 院 24－2957 15 24

四 宮 医 院 25－2016 16 27

松 永 医 院 42－2110 17 28

鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ⑱
杉 山 医 院 25－2802 19 29

矢 田 医 院 25－2006 20 30

谷 医 院 42－2353 21

木村内科胃腸科 24－6413 22 31

筒井クリニック 24－3300 23

鈴木内科（敷地） 24－5880 24

いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ㉕
阿 部 整 形 外 科 24－4880 26

鈴木内科（喜来） 24－3413 27

岸 整 形 外 科 25－3133 28

医　院　名 電話番号 2月 3月

鴨 島 病 院 24－6565 1

富 本 医 院 42－3123 2

工 藤 内 科 医 院 42－3113 3

リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ④
井 内 内 科 24－3070 5

高橋皮膚科クリニック 24－5122 6

島 野 外 科 内 科 25－3060 7

杏 和 医 院 22－0333 8

タ ナ カ 医 院 22－1800 9

中西内科クリニック 42－6755 10

石原内科循環器科 24－2536 ⑪
三木リハビリテーション病院 42－6616 12

岡田医院（川島） 25－3566 13

糸田川クリニック 24－7555 14

梶本胃腸科内科 24－2413 15

医　院　名 電話番号 2月 3月

和田耳鼻咽喉科 24－2566 16

石 原 小 児 科 24－2388 17

グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 ⑱
大 久 保 診 療 所 24－1703 19

糸 田 川 眼 科 24－2531 20

森 住 内 科 医 院 22－3010 ㉑
古 本 胃 腸 科 24－7377 22

後 藤 田 外 科 24－2720 23

山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 ㉕

【小児救急医療体制】
日曜日の9時～18時、小児科専門医が診て
くれます。

●麻植協同病院　　　　　　　☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）　☎365151

（社）徳島県環境技術センター（検査センター）
〒770－8001　徳島市津田海岸町2番33号
　　　　　　　　088（636）1234
●ホームページアドレス●
　http://www.tokushima-env.jp/

申し込み・問い合わせ

■法定検査とは
　浄化槽法に基づき、浄化槽の設置状況、維持管理状況
を客観的に把握するため、構造・保守点検状況・水質
状況について、毎年1回徳島県知事の指定する検査機
関で受けなければならない検査です。

■検査が必要なわけ
　この検査は、浄化槽の保守点検・清掃作業が国の基準
通り適切に行われているかについて、放流水の水質検
査を中心に、外観検査・書類検査とあわせてするもの
です。そして、保守点検や清掃とは趣旨・内容も異な
り、全く別の観点から行われるものです。たとえ保守
点検業者に委託していても受けなければなりません。

■検査費用は？
①「浄化槽を使い始めてから3カ月～5カ月の間に受け
るもの」（浄化槽法第7条）
　費用は10人槽以下で約9,000円

②「毎年1回、定期的に受けるもの」
（浄化槽法第11条）
　費用は10人槽以下で約5,000円

◆浄化槽からの排水によって川が
汚れたり、悪臭が発生してご近
所に迷惑がかかったりしないよう、
必ず検査を受けてください。

◆徳島県では、（社）徳島県環境技術センターが指定検
査機関として法定検査を行っており、2月20日か
ら3月2日の間、市内を検査に回る予定です。

あなたのお家は、浄化槽の法定検査を受けていますか？あなたのお家は、浄化槽の法定検査を受けていますか？
維
持管
理は定期的に!!

339人 （－1）

63人 （＋4）

276人 （－5）

322世帯 （－4）

〈人  権  相  談〉
２月20日㈫ 13：30～16：00 美郷庁舎会議室
３月８日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター

〈行  政  相  談〉
２月15日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎会議室
３月５日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎会議室
３月６日㈫ 13：00～16：00 川島公民館
３月８日㈭   9：00～12：00 市役所１階相談室 

〈司法書士会による無料法律相談〉
２月16日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
３月16日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

│
美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
│　

２
月
18
日
㈰
〜
３
月
18
日
㈰

　
　

◆
梅
の
花
見
ウ
オ
ー
ク　

３
月
４
日
㈰　

美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園
集
合
・
午
前
10
時
30
分
出
発
（
弁
当
持
参
）
３
㎞
か
ら
10
㎞
ま
で
の
４
コ
ー
ス
（
悪
荒
天
時
は
３
月
11
日
㈰
）

　
　
　

ほ
か
に
、「
梅
の
花
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
梅
の
花
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
な
ど
も
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
／
美
郷
物
産
館
☎
㉖
７
８
８
８


